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「
南
園
」
の
劉
外
関
係

(
1

)
 

不
屈
の
針
中
抵
抗
と
そ
の
一
方
で
の

「中
固
化
」
や
「
小
中
華
」
の
建
設
と
い
う
、

(
2〉

ん
で
き
た
。
そ
れ
は
嘗
時
の
ベ
ト
ナ
ム
人
の
「
わ
れ
わ
れ
意
識
」
を
も
、

「矛
盾
の
統
ご
の
中
を
前
近
代
の
ベ
ト
ナ
ム
史
は
歩

「
北
園
」
つ
ま
り
中
園
に
劃
す
る

「
南
園
」
と
い
う
園
家
H
民
族
意

識
の
形
で
結
晶
さ
せ
た
。
そ
の
完
成
を
告
げ
た
文
章
一
と
さ
れ
る

一
四
二
八
年
の
封
明
猫
立
宣
言

「卒
呉
大
詰
」
(
呉
は
明
朝
の
こ
と
〉
で
は
、
「
南

園
」
は

「中
華
世
界
の
一
員
で
は
あ
る
が
濁
自
の
領
域
、
文
化
、

(

3

)

 

る。

王
朝
、
歴
史
を
も
っ
、
中
園
と
同
等
の
自
立
し
た
存
在
」
と
位
置
づ
け
ら
れ

こ
の
「
濁
自
」
の
文
化
・
歴
史
は
嘗
然
、
南
中
園

・
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
民
族
や

「
イ
ン
ド
化
さ
れ
た
」
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
密
接
な
関
係
を



も
つ
。
だ
が
、

「
南
園
意
識
」
は
基
本
的
に
封
中
関
係
に
も
と
づ
く
自
己
規
定
で
あ
り
、
中
園
H
漢
民
族
以
外
と
の
関
係
は
視
野
に
入
っ
て
い

な
い
。
密
接
な
闘
係
を
も
つ
も
の
を
覗
野
に
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
覗
野
に
入
れ
る
場
合
に
は
見
下
す
こ
と
に
も
な
り
や
す
い
。

こ
う
し
た
歴
史
が
史
料
の
あ
り
方
を
遁
じ
て
現
代
の
歴
史
家
に
も
影
響
し
た
こ
と
、
現
代
ベ
ト
ナ
ム
で
の
研
究
が
よ
り
強
大
な
相
手
へ
の
抵

抗
闘
争
史
に
集
中
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
た
め
、

中
園
以
外
と
の
封
外
関
係
史
の
研
究
蓄
積
は
乏
し
い
。

「
南
圏
一
意
識
」
を
よ
り
全
面
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
も
の
を
形
成
さ
せ
た
封
中
関
係
の
側
だ
け
で
な
く
、

た
も
の
の
側
を
も
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か
も
現
在
の
わ
れ
わ
れ
は
ベ
ト
ナ
ム
史
研
究
に
お
い
て
、

し
か
し
そ
も
そ
も
、

そ
の
覗
野
か
ら
外
れ

「
東
南
ア
ジ
ア
世
界
」
と
い
う
新
し
い

参
照
枠
組
を
も
っ
て
い
る
。
筆
者
も
再
三
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
こ
の
枠
組
に
よ
っ
て
|
|
一
千
年
に
及
ぶ
中
園
支
配
期
(
北
属
期
〉
の
後
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
|
|
十
世
紀
の
濁
立
以
降
、
特
に
十
四
世
紀
ま
で
の
ベ
ト
ナ
ム
園
家
・
吐
舎
が
「
非
中
園
的
」
で
む
し
ろ
「
東
南
ア
ジ
ア

(

4

)

 

的
」
な
要
素
を
随
所
に
も
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
と
な
る
と
劃
外
闘
係
に
も
「
卒
呉
大
詰
」
の
定
式
と
は
遣
っ
た
覗
野
が

聞
け
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
う
し
た
観
酷
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
園
家
の
中
園
以
外
と
の
関
係
史

l
!と
り
あ
え
ず
は
「
中
央
」
や
「
全
檀
」
同
士
の
ー
ー
を
見
直
し
、
そ
れ

が
園
家
統
合
や
園
家
H
民
族
意
識
に
劃
し
て
も
っ
た
意
味
を
検
討
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
扱
う
時
代
は
十
世
紀
の
濁
立
か
ら
「
南

園
意
識
」
が
一
醸
の
確
立
を
見
る
十
五
世
紀
ま
で
と
す
る
。
そ
こ
で
の
方
法
上
の
狙
い
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
針
外
閥
係
の
特

徴
を
「
中
園
モ
デ
ル
」
だ
け
で
な
く
「
東
南
ア
ジ
ア
モ
デ
ル
」
と
の
比
較
を
も
、
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
あ
る
も
の
が
完
成
し
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た
十
五
世
紀
の
側
を
基
準
と
し
て
そ
こ
に
至
る
必
然
の
過
程
の
み
を
探
る
の
で
は
な
く
、
十
世
紀
の
出
護
黙
の
側
に
覗
黙
を
据
え
て
様
々
な
可

能
性
の
中
で
の
摸
索
・
選
揮
の
積
み
重
ね
の
歴
史
を
追
及
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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「南」

付

濁
立
初
期
ベ
ト
ナ
ム
の
「
南
進
」

ベ
ト
ナ
ム
園
家
が
濁
立
後
に

「北」

H
中
間
以
外
に
関
係
を
も
っ
た
相
手
と
し
て
は
1|
東
は
海
、

西
は
山
服
と
い
う
地
理
的
保
件
の
た

め

l
l南
方
、
今
日
の
中

部
へ
ト
ナ
ム
の
地
を
占
め
た
チ
ャ
ン
パ

1

(占
城
)
、
が
最
も
重
要
で
あ
っ
た
。

こ
の
章
で
は
チ
ャ
ン
パ
ー
と
の
関
係

を
検
討
す
る
。

濁
立
後
の
ベ
ト
ナ
ム
と
チ
ャ
ン
パ
!
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
文
字
史
料
は
、
中
園
文
献
や
チ
ャ
ン
パ

1
碑
文
中
の
断
片
的
な
記
録
を
除
け

ば
、
ほ
ぼ
ベ
ト
ナ
ム
史
料
、
そ
れ
も
『
大
越
史
記
全
書
』
〈
以
下
『
全
書』
)
と
『
大
越
史
略
』
(
以
下
『
史
略
』
)
の
二
つ
の
年
代
記
に
限
ら
れ
る
。

(

5

)

 

G
・
マ
ス
ベ
ロ
の
チ
ャ
ン
パ
l
通
史
に
ほ
ぼ
登
き
て
お
り
、
そ
の
後
こ
れ

こ
う
し
た
乏
し
い
文
字
史
料
を
用
い
た
事
件
史
の
買
謹
的
研
究
は
、
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と
い
っ
た
成
果
を
見
な
い

l
lベ
ト
ナ
ム
史

・
東
南
ア
ジ
ア
史
の
通
史
・
概
読
書
は
津
山
あ
り
、
そ
の
ど
れ
に
で
も
ベ
ト
ナ
ム
・
チ
ャ
ン
パ

l

閥
係
の
重
要
な
事
件
が
一
通
り
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
が
|
|
。
そ
の
中
で
西
側
諸
園
で
は
、

G
-
マ
ス
ベ
ロ
の
チ
ャ
ン
パ

1
遁
史
の
貫
謹
的
研
究

(

6

)

(

7

)

 

と
レ

l
・
タ
ィ
ン

・
コ
イ
に
代
表
さ
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
史
の
現
角
、
そ
れ
ら
を
組
合
し
た
セ
デ
ス
の
東
南
ア
ジ
ア
史
な
ど
に
よ
っ
て
、
最
近
ま
で

の
古
典
的
遁
設
が
形
成
さ
れ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、

『
全
書
』
や
『
史
略
』
を
見
る
と
ま
ず
自
に
つ
く
の
は
、

表
ー
の
よ
う
な
南
園
の
頻
繁
な
抗
争
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
こ
れ

は
、
北
屡
期
に
始
ま
り
一
四
七
一
年
の
繋
聖
宗
の
遠
征
以
降
は
チ
ャ
ン
パ

1
園
家
の
解
瞳
過
程
へ
と
進
ん
だ
、
長
期
間
の
抗
争
の

一
部
を
な
す
。

こ
の
た
め
ベ
ト
ナ
ム
の
「
南
」
と
の
関
係
全
瞳
が
|
|
「
北
」
と
の
関
係
に
お
い
て
と
同
様
|
|
、
劃
立
・
抗
争
の
歴
史
と
し
て
理
解
さ
れ
る

こ
と
も
多
か
っ
た
。
し
か
も
「
北
」
に
つ
い
て
は
抵
抗
闘
争
の
一
方
で
の
「
中
固
化
」
に
も
注
意
が
燐
わ
れ
、
封
中
関
係
の
不
可
避
か
つ
規
定

(
8〉
(

9

)

「
南
」
と
の
関
係
は
全
く
世
界
を
異
に
す
る
相
手
と
の
偶
然
的
な
闘
係
と
と
ら
れ
が
ち

的
な
意
義
が
早
く
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
の
に
封
し
、
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表1 Ii'全書JJ Ii'史略』に見える1ト 15世紀の占城との抗争

三IIたン|年代| 内 容

I 979 

一980- 第6 
王 1982 

家朝前 lL| 9朝9 1 - m3 0 0 η 

-1010-1第
997 

7 1020 
王
朝 1043 

-1044-1044 

第
8 I 1068 
王

第 1075

i 111 
朝

ー1139-11132
王第
朝10

靭l一1145-11150 
1166 

第

1177 
11 1203 

王 1216 -1225-1 
1252 

朝

1312 

-1318-1 1318 

1326 

1352 

鮒馬奥日慶，占城に奔り舟師を率いて入冠→暴風で覆波，占城

王は逃れる(A)

者定桓，使者が捕われたため親征→「王箆〔波〕眉税」を斬り首

都を破壊(AB)

雪害桓親征時に占城に遁去した管甲劉縫宗を捕えて殺す(A)

「占城以兵窺我迭境J(A) 

開天王らに布政築で占域人を撃たせ「其賂布令」を斬る(AB)

「占城風浪賊掠取海逢民」→「命陶庭中鋲之乃卒J(A) 

占城が入貢しないので(A)李太宗が親征→「其主乍斗」を斬り

傍誓城に入る(AB)o r乍斗妃娼酪」を捕えて鋳る(A)
占城が「擾透J(A)→1069李聖宗が親征 r其主制矩」を破り
(AB) r員臓界」で捕える(B)。地哩 ・腕令・布政三ナ|↑を以て
制矩の還図を許す(A)

「占城復擾透J(A) 

「李常傑線諸軍伐占城，不克J(A) 

演州人李発謀反，敗れて占城に逃れ「占城主制腕那」は入冠し

て地哩等三州を回復→1104李常傑が占城を討ち三州を奪還(A)

「員鰍・ 占城冠父安川IJ→太尉楊英王耳に敗る (AB)

亡命占城人 「薙明些盛」を王とすべく上制李蒙ら五千徐人を以

て占城に護迭 (B.Aは1152年〉→「其主制皮礎筆」に桓まれ，
皆死亡 (A，1152年〉

占城「掠我瀕海小民而遼」→1167r命太尉蘇憲誠伐占城」→占
城が和を請うたので班師(A)

「占城入窟父安州J(AB) 

「占城園王布池」が「其叔父布田」 に逐われ父安に来るが，現

地官僚と封立しこれを大破して陽園(AB)

「占城・民脱走父安1'1'1，升|伯李不染敗之J(A) 

占城が入貢はするが「復乞故地，且有窺誠之意」なので陳太宗

が親征→「占城主の妻布耶羅」などを捕えて錆還

「占城主制至」が反したので陳英宗が親征→制至を捕え「封其

弟制陀阿婆粘篤亙侯銀其地」

「遺惑武大王園瑛征占城」→「俄主制能」は爪珪に奔り，代わ

?て「種曾阿難」を立てる (A1326年僚にこの旨を記す〉
「恵繍王伐占城，無功而還」

「女婿茶和布底」 に逐われた「制某」が来奔→1353 大翠占城

を伐つも水軍の淫糧が阻まれたため撤兵

-161ー
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朝
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d
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組
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凋
刈
宮

司
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唱
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噌
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A

朝

-1458-

第 11470 
靭 I 14 
王
朝

内 容

1368 

1371 

「占城冠化川1.!磐却之，頗失利」
「占城草賊鴛海，鯨迩哩海門民，本府軍i撃破之」

「占城掠化州」

「占城人掠化州春遊民」

「占人定臨卒府，府官fS阿窓1竪敗之」

明字問l世興らに占城を伐たせるが1"占洞」で伏兵にあい大敗

慶位された楊日般の母が占城に出亡，これに誘われた占減水軍

が京師を奇襲，貫主涼して去る

「占城窓化升IJ→陳平主宗が親征するが 1377閣梁域外で「占城

主制蓬談」に敗死，逆に占城水軍が京師を犯す

占城， 前年摘にした御滞王を立てて父安に冠し， さらに大賞

江，京師まで犯す

占城， 新卒 ・l順化人を誘いy_安 ・演州に窓す→清化に進んだが
き定季主主に敗れる

占城.i'!{j'化に入冠するが家季麓箪に敗れ退く

事E季産，舟闘を領して占城を伐たんとするが風潟に阻まれ撤退
。制蓬裁と「首勝経鎧J.1"陸行山脚」して康威銀に攻め込む

占人清化?こ窓し， 察季第軍を破る→1390 1凍潟員，海潮江で制

蓬義を殺し，占城軍を大破する

左塑均軍賂策奉世， 占城地方に出哨するが伏兵にあい自演

龍捷軍将陳松，占城を伐ちその終布冬をj禽にして還る

胡松らに占城を伐たせるが失敗

胡漢蒼，大~して占城を撃つ1"占主巴的吏」おそれ，占洞，
ついて、古盤i同を納む

胡漢蒼，閣然減を固むが「閲九月，紹根，不克而還」

占城，明のベ トナム出兵に乗じて升華を奪回，化州に冠す

1376 

1380 

1389 

1434 「占城掠化州人」

「占城主賞該」が化ナ11に定し， 察朝は反撃の出兵を決定

占城，化州安容城に入定，洪水にあって大敗

者定受らの禦朝軍，凶禁城を破り貫該を捕える。 r占城故図主布
提姪陥[詞貴」が加立を請う

「占城人乗船航海，冠援化)IIJ

「占城園王梁羅茶全」化州を襲う→裂聖宗，親征を決める→

1471 閣繋城を陥れ茶全を生捻して鋳る。藩箆に走った「其賂

遁持持」を占城王に封じ， 華英 ・南播二王とともに聴旅する。

or再征占城，繍其主茶途及部認回京」

1469 

チャンパーの王朝名は (Maspero1928)による。各事件の典援は1225年まではA=
『全書.!lB=f"史略.!l.その後はすべて『全書』。
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だ
っ
た
。
そ
れ
は
力
競
べ
と
領
土
の
争
奪
だ
け
の
箪
純
な
関
係
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
側
の

ミ
ズ
ム
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
う
以
上
の
意
味
を
も
た
な
か
っ
た
。

「
中
園
式
園
家
」
の
パ
ワ
!
と
「
民
族
」
の
ダ
イ
ナ

ま
た
抗
争
の
経
過
・
結
果
も
「
十
五
世
紀
以
降
の
側
か
ら
」
安
直
に
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。

し
て
ベ
ト
ナ
ム
が
優
勢
で
、
十
五
世
紀
の
全
面
勝
利
ハ
そ
れ
は
さ
ら
に
近
世
の
南
部
進
出
の
道
を
聞
く
)
に
向
い
着
々
と

(
叩
)

う
読
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
単
純
な
見
方
が
結
合
し
て
、
「
南
」
と
の
関
係
史
イ
コ
ー
ル
ご
貫
し
た
南
進
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
流
布
し
て

(

日

〉

き
た
(
地
園
参
照
。
地
圏
中
の
年
代
は
そ
の
領
域
の
獲
得
年
を
示
す
)
。

つ
ま
り
十
世
紀
末
な
い
し
十
一
世
紀
以
降
一
貫

「
南
進
」

を
行
っ
た
と
い

こ
れ
ら
隻
方
を
批
剣
す
る
の
が
こ
の
章
の
目
的
だ
が
、

ま
ず
は
よ
り
貫
詮
的

な
事
貫
認
識
に
関
わ
る
部
分
の
多
い
「
一
貫
し
た
南
準
」
読
か
ら
論
じ
た
い
。

(

ロ

)

そ
れ
は
概
ね
衣
の
よ
う
に
説
く
。
濁
立
嘗
初
の
ベ
ト
ナ
ム
領
は
ほ
ぼ
現
在
の
ハ
テ
ィ
ン
省
ま
で
だ
っ
た
が
、
九
八
二
年
、
繋
桓
が
チ
ャ
ン
パ

ー
の
首
都
イ
ン
ド
ラ
プ
ラ
(
現
ク
ア
ン
ナ
ム
ダ
ナ
γ
省
〉
を
親
征
・
破
壊
し
、
チ
ャ
ン
パ

l
の
首
都
は
南
方
の
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
(
現
ピ
シ
デ
ィ

γ
省
)

ハ
日
)

に
移
る
。
李
朝
期
〈
一

O
一
O
l
一
一
一
一
一
五
)
に
入
る
と
一

O
四
四
年
、
一

O
六
九
年
と
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
へ
の
大
遠
征
が
成
功
し
、
一

O
六
九
年
に

は
捕
え
た
チ
ャ
ン
パ

l
王
の
身
柄
と
引
き
換
え
に
地
哩
・
蹴
令
・
布
政
(
現
ク
ア
ン
ピ
ン
省
l
ク
ア
ン
チ
省
北
部
〉
を
割
譲
さ
せ
る
。
こ
れ
こ
そ
南

(

叫

〉

方
へ
の
領
土
援
大
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

領
土
援
大
の
第
二
歩
は
陳
朝
期
ハ
二
三
五
|
一
四
O
O〉
の
「
玄
珍
公
主
の
降
嫁
」
と
い
う
有
名
な
事
件
に
伴
っ
て
質
現
さ
れ
る
。
二
二

O

六
年
、
陳
仁
宗
上
皇
は
元
と
の
戦
い
以
来
協
力
闘
係
に
あ
っ
た
チ
ャ
ン
パ

I
王
ジ
ャ
ヤ
・
シ
ン
ハ
ヴ
ア
ル
マ
ン
三
世
に
娘
を
輿
え
、
そ
の
代
償

こ
れ
に
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
領
は
要
衝
ハ
イ
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と
し
て
烏
・
里
二
州
〈
現
ク
ア
ン
チ
省
南
部
l
ト
ゥ
ア
テ
ィ
エ
ン
省
〉
を
得
て
順
・
化
二
州
と
改
名
し
た
。

ヴ
ア
ン
峠
(
海
雲
関
)
ま
で
進
ん
だ
。
そ
し
て
十
四
世
紀
後
半
の
猛
反
撃
も
失
敗
に
終
わ
る
と
チ
ャ
ン
パ

l
の
命
服
は
い
よ
い
よ
壷
き
、
繋
朝
下

三
四
二
八
|
一
七
八
九
〉

の
一
四
七
一
年
、
繋
聖
宗
の
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
(
閣
梁
〉
攻
略
に
よ
っ
て
、

領
土
擦
大
の
第
三
歩
に
し
て
決
定
的
な
段
階

469 

が
貫
現
さ
れ
た
。

南
方
、

そ
の
後
十
八
世
紀
に
か
け
て
、
贋
南
庇
氏
政
擢
(
一
五
五
八
i
一
七
七
七
)
の
下
で
チ
ャ
ン

パ
!
の
残
存
領
域
の
併
呑
と
よ
り

メ
コ
ン
デ
ル
タ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
領
輩
食
へ
と
、
「
南
準
」
の
流
れ
は
活
々
と
緩
い
た
。
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だ
が
史
料
を
素
直
に
讃
む
か
ぎ
り
、

た
め
、
直
接
こ
の
時
期
に
闘
す
る
考
査
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
新
し
い
見
方
を
提
起
す
る
論
考
が
近
年
'
次
々
と
現
れ
て
き
た
。
初

(
お
)

期
の
南
進
は
開
歌
的
で
獲
得
領
域
の
統
治
も
十
全
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
、
雨
園
の
力
関
係
の
バ
ラ
ン
ス
は
十
四
世
紀
末
ま
で
は
崩
れ
て
い
な

(

日

目

)

ハ

ロ

)

か
っ
た
、

一
四
七
一
年
以
前
の
ベ
ト
ナ
ム
は
積
極
的
な
領
土
蹟
大
の
意
園
を
も
た
な
か
っ
た
、
な
ど
の
見
方
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
後
で
は
い
ま

「
一
貫
し
た
南
進
」
読
を
十
四
世
紀
以
前
に
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の

さ
ら
の
感
が
強
い
が
、
確
認
の
た
め
史
料
に
嘗
っ
て
み
よ
う
。

ま
ず
領
土
接
大
の
第
一
歩
と
さ
れ
る
布
政
・
地
哩
・
蹴
令
三
州
だ
が
、

一
O
七
五
年
に
地
哩
を
臨
卒
、
腕
令
を
明
霊
に
改
め
、
三
州
の
地
に

「
民
を
招
い
て
之
に
居
ら
し
め
」
た
こ
と
(
『
全
書
』
本
紀
一

李
仁
宗
太
寧
四
年
傑
)
、

て
失
敗
に
終
わ
っ
た
こ
と
(
表
1
〉
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
問
題
は
、 一一

O
四
年
に
チ
ャ
ン
パ
ー
が
三
州
を
回
復
し
よ
う
と
し

従
来
の
研
究
が
全
く
ふ
れ
て
い
な
い
そ
の
後
の
時
期

に
あ
る
。

質
は
こ
の
地
域
に
関
す
る
記
録
は

一
一
一
二
二
」
年
の
、

(
U
R
M
r
z
r
合
同
ふ
附
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圏
に
逃
げ
開
ろ
う
と
し
た
占
城
人
が
日
麗
(
現
ク
ア
ン
ピ
ン
省
の

(
m
M
)
 

近
)
で
捕
え
ら
れ
た
と
い
う
記
事
を
最
後
に
、
十
三
世
紀
末
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
史
料
か
ら
姿
を
治
す
。
一
方
、
一
一
二
八
年
以
降
、
北
郷
り
の
父
安

(
現
ゲ
ア
ン

・
ハ
テ
ィ

ン
南
省
)
へ
の
員
鵬
・
占
域
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

と
「
父
安
州
杜
家
郷
」
に
来
襲
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

占
城
、

二
三
二
年
に
員
鵬
・
占
城
、

(
四
)

三
二
六
年
に
も
占
城
・
員
踊
の
来
侵
が
記
録
さ
れ
る
。
員
削
鵬
は
東
北
タ
イ
・
南
ラ
オ
ス
か
ら
南
シ
ナ
海
へ
の
出
口
を
求
め
て
山
越
え

(

m
出

)

で
来
襲
し
た
と
見
ら
れ
る
が
、
占
城
は
い
つ
も
は
る
か
南
方
か
ら
ク
ア
ン
チ
・
ク
ア
ン
ピ
ン
沖
を
素
通
り
し
て
来
襲
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
二

O
三
年
に
ベ
ト
ナ
ム
に
亡
命
し
た
「
占
城
園
主
布
池
」
(表
1
〉
も
父
安
に
亡
命
す
る
。
一
一
三
二
年
の
占
城
入
冠
以
降
も
ベ
ト
ナ
ム
側
が
ず
っ

こ
の
年
員
鵬
が
「
火
安
州
波
頭
歩
」

二
三
六
年
と
二
四
八
年
に
員
勝
、

一
一
七
七
年
に

と
ク
ア
ン
ビ
ン
以
南
を
支
配
し
つ
づ
け
た
と
考
え
る
の
は
、
い
か
に
も
不
自
然
で
あ
る
。

陳
朝
期
に
入
っ
て
も
父
安
よ
り
南
の
地
名
は
な
か
な
か
史
料
に
現
れ
な
い
が
、
十
三
世
紀
末
に
編
ま
れ
た

『
安
南
志
略
』
(袋
一

よ
う
や
く
、
布
政
府
路
の
名
が
見
え
る
。
ま
た

一
一
三
二
年
の
英
宗
の
親
征
以
降
に
は
、
臨
卒
府
の
名
が
史
料
に
現
れ
る
。
臨
卒
府
は
一

一一一七

郡
邑
)
に

471 
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一
三
九
七
年
に
西
卒
鎖
と
改
稿
さ
れ
る
。
臨
卒
以
下
い
ず
れ
も
、
現
ク
ア
ン
ビ
ン

1
ク
ア
ン
チ
北
部
の
奮
三
州
の
地
を
領
し

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
聞
に
一
三

O
六
年
の
烏
・
里
二
州
の
割
譲
が
寅
現
す
る
。
チ
ャ
ン
パ
ー
に
よ
る
烏
・
里
二
州
回
復
の
企
て
は
、

五
年
に
新
卒
府
、

一
コ
二
二
年
の
英
宗
の
親
征
に
よ
り
粉
砕
さ
れ
る
。

年よ
り
す
'̂' 
て
奪
回
さ
れ
て
し
ま
う

以
上
を
見
る
と
陳
朝
期
に
は
よ
り
本
格
的
な
「
領
土
旗
大
」
が
行
わ
れ
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
も
十
四
世
紀
後
半
の
チ
ャ
ン
パ

l
の
猛
反
撃
に

表
1
に
見
る
通
り
陳
朝
側
の
優
勢
は
二
一
二
八
年
の
恵
武
大
王
園
現
に
よ
る
遠
征
ま
で
で
、

一
三
五
三
年
に
は
占
城
が
化
州
に
入
定
す
る
。

五
三
年
、

六
八
年
の
出
兵
は
不
成
功
に
終
わ
り
、

一一一
一一一六

化
州
・
新
卒
へ
の
入
冠
は
二
三
ハ
二

年
、
六
五
年
、
六
六
年
、

七
六
年
と
績
き
、

七
一
年
に
は
初
め
て
ハ
ノ
イ
が
奇
襲
に
遭
う
。
七
七
年
、

ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
に
親
征
し
た
陳
容
宗
が
敗

死
し
、
力
関
係
の
振
り
子
は
完
全
に
チ
ャ
ン
パ

l
側
に
傾
く
。

翌
七
八
年
、
父
安
・
大
黄
江
(
紅
河
下
流
部
〉
を
席
捲
し
た
チ
ャ
ン
パ

l
軍
は
ハ
ノ
イ
を
も
略
奪
し
て
去
る
。

八
O
年
に
は
「
占
域
新
卒
・

順
化
人
を
誘
っ
て
父
安
・
演
州
(
現
ゲ
ア
ン
省
東
北
部
)
を
攻
め
さ
せ
人
口
を
揚
掠
し
」
(
『
金
書
』
本
紀
八

陳
慶
一
帝
昌
符
四
年
)
、

清
化
(
タ
ィ
ン
ホ
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ア
)
ま
で
攻
め
寄
せ
る
。
入
二
年
に
も
清
化
を
攻
め
た
占
城
は
、

西
方
の
贋
威
銀
〈
現
ハ
タ
イ
省
)
を
奇
襲
し
て
ハ
ノ
イ
を
震
憾
さ
せ
る
。 八
三
年
に
は
チ
ュ
オ
ン
ソ
ン
(
イ
ソ
ド
シ
ナ
)
山
脈
沿
い
に
北
準
し
、

八
九
年
、
滑
化
で
陳
朝
軍
を
破
っ
た
占
城
軍
は
、
翌
年
海
瀬
江
(
ル
オ

ハ
ノ
イ

ッ
ク
川
)
に
進
出
し
た
が
、
こ
こ
で
ベ
ト
ナ
ム
側
の
新
兵
器
・
火
銃
に
よ
り
園
王
制
蓬
我
が
戦
死
し
、

よ
う
や
く
そ
の
猛
攻
は
終
憶
す
る
。

ー」ー

の
閲
「
父
安
人
ふ
た
ご
こ
ろ
を
懐
き
、
新
卒
・
順
化
多
く
飯
い
て
占
に
従
う
」
(
『
全
書
』
木
紀
八

陳
順
宗
光
泰
三
年
篠
〉
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
新

卒
・
順
化
が
二
二
八

0
年
代
に
チ
ャ
ン
パ

l
側
に
服
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
李
陳
南
朝
の
隆
盛
時
に
「
領
土
」
撹
大
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
王
朝
衰
、
退
時
に
は
す
べ
て
取
り
返
さ
れ
て
い
る
。

(

紅

)

た
南
進
」
読
は
最
後
に
ベ
ト
ナ
ム
が
勝
っ
た
か
ら
言
え
る
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
南
進
が
不
可
逆
の
過
程
と
な
り
、
ド
ン
ソ
ン
文
化
以
来
ほ
ぼ
一
(

幻

)

一
三
九

O
年
の
逆
轄
勝
利
の
後
ベ
ト
ナ
ム
側
が
た
だ
ち
に
反
撃
し
た
際

「
一
貫
し

定
し
て
い
た
「
ベ
ト
ナ
ム
」
の
領
域
が
本
嘗
に
蹟
大
を
始
め
た
の
は
、

か
、
拐
の
支
配
(
一
四

O
七
|
二
七
〉
を
は
ね
の
け
饗
朝
が
成
立
し
た
後
の
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。



(

幻

〉

(

泊

)

ベ
ト
ナ
ム
史
料
に
頻
出
す
る

「
占
城
の
朝
貢
」
も
ベ
ト
ナ
ム
の
「
宗
主
権
」
を
示
す
よ
う
に
見
え
|
|

領
土
績
大
と
層
圏
化
は
別
の
事
柄
な
の
だ
が
|
|
、
「
一
貫
し
た
南
準
」
論
者
を
力
づ
け
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
後
述
す
る
よ
う
に
、

ま
た
南
園
の
力
関
係
に
つ
い
て
は
、

ベ
ト
ナ
ム
側
は
チ
ャ
ン
パ

l
の
朝
貢
圏
化
を
欲
し
て
お
り
、
そ
れ
が
貫
現
し
た
時
期
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
質
際
の
朝
貢
の
プ
ロ
セ
ス

や
内
容
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
の
で

朝
貢
と
レ
う
史
料
の
記
述
自
瞳
は
、

ベ
ト
ナ
ム
側
の

「
願
望
」

な
い
し
「
理
解
」
を
一
示
す
に
す
ぎ

ず
、
力
関
係
を
示
す
濁
立
し
た
手
掛
り
と
し
て
は
使
え
な
い
。
し
か
も
相
手
は
、
中
園
と
の
、
貿
易
の
た
め
の
朝
貢
関
係
に
慣
れ
た
東
南
ア
ジ

ア
園
家
で
あ
る
。

力
関
係
の
推
移
を
以
上
の
よ
う
に
と
ら
え
る
と
、

ご
貫
し
た
南
進
」
設
が
そ
の
原
動
力
と
考
え
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
も
、
も
は
や
そ
れ

を
維
持
す
る
根
擦
は
な
く
な
る
。
そ
の

一
つ
は
「
中
園
化
」
な
ど
に
よ
る
強
力
な
園
家
・
軍
事
組
識
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
早
期
に
園
家
的
治

水

・
水
利
事
業
が
護
展
し
た
紅
河
デ
ル
タ
は
濁
立
嘗
初
か
ら
一
貫
し
て
人
口
一
過
剰
で
、
飢
僅
や
戟
凱
の
た
び
に
南
方
へ
逃
れ
る
人
が
績
い
た
、

(

お

)

園
家
も
過
剰
人
口
の
は
け
口
を
求
め
て
領
土
績
大
を
企
て
た
と
い
う

「農
民
の
南
進
」
読
で
あ
る
。

し
か
し

一
で
も
述
べ
た
通
り
、

儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
の
意
味
で
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今
日
濁
立
嘗
初
の
園
家
機
構
や
統
治
原
理
|
|
官
僚
制
と
常
備
軍
、

|
|
の
「
中
固
化
」
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
西
側
で
も
ベ
ト
ナ
ム
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
(
註
(
5
〉
参
照
)
。
そ
れ
ら
が
顧
在

化
し
て
く
る
の
は
十
四
世
紀
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
紅
河
デ
ル
タ
で
園
家
的
治
水

・
水
利
事
業
が
展
開
す
る
の
は
陳
朝
か
ら
饗
朝
前
期

そ
れ
も
限
界
に
達
し
て
最
終
的
に
デ
ル
タ
の
過
剰
人
口
が
表
面
化
す
る
の
は
繋
朝
後
期
の
こ

(
一
四
二
八
|
一
五
二
七
)
に
か
け
て
の
こ
と
で
、

(

お

)

と
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(

幻

〉

李
靭
期
の
ベ
ト
ナ
ム
は
南
中
園
か
ら
奴
隷
を
大
量
購
入
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
し
、

ハm
m
)

し
つ
づ
け
る
。
相
劉
的
・
局
地
的
な
人
口
過
剰
は
常
に
存
在
し
う
る
か
ら
、

チ
ャ
ム
人
奴
隷
も
十
五
世
紀
ま
で
重
要
な
役
割
を
果
た

一
O
七
五
年
の
南
方
三
州
へ
の
民
の
招
募
な
ど
も
人
口
針
策
の
意

(

ぬ

)

味
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
濁
立
初
期
の
北
部
デ
ル
タ
は
全
韓
的
に
は
人
口
不
足
だ
っ
た
と
見
て
関
連
い
あ
る
ま
い
。

「中
園
式
園
家
と

農
民
の
南
準
」
の
匪
力
は
陳
朝
期
か
ら
頴
在
化
し
、
十
四
世
紀
末
以
降
に
よ
う
や
く
チ
ャ
シ
パ

l
の
抵
抗
を
粉
砕
し
う
る
水
準
に
達
し
た
と
理
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解
す
る
の
が
安
嘗
で
あ
ろ
う
。仁3

チ
ャ
ン
パ

l
攻
撃
の
意
味

以
上
の
よ
う
に
、
濁
立
後
の
ベ
ト
ナ
ム
が
チ
ャ
ン
パ
!
と
頻
繁
な
抗
争
を
繰
り
康
げ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
南
園
関
係
を
ベ
ト
ナ
ム
園
家
と
北

部
農
業
枇
舎
の

一
貫
し
た
膨
張
過
程
と
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

一
方
ベ
ト
ナ
ム
側
年
代
記
で
は
表
ー
の
よ
う
に
、
抗
争
の
ほ
と
ん
ど
が
チ
ャ

ン
パ

ー
か
ら
の
園
境
侵
犯
や
朝
貢
拒
否
な
ど
に
劃
す
る
ベ

ト
ナ
ム
側
の
懲
罰
、
あ
る
い
は
チ
ャ
ン
パ

1
側
の
奮
領
回
復
策
動
と
ベ
ト
ナ
ム
側
の

反
撃
と
い
う
固
式
で
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
チ
ャ
ン

パ
l
側
な
ど
に
こ
れ
に
封
躍
す
る
史
料
が
知
ら
れ
て
い
な
い
以
上
、
こ
う
し
た

「
ま
つ

ろ
わ
ぬ
轡
夷
」
式
の
見
方
を
鵜
飲
み
に
出
来
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
も
そ
も
雨
者
の
開
に
は
あ
る
種
の

「親
近
性
」
が
見
ら
れ
、
全
く
世
界
を
異
に
す
る
者
同
士
|
|
そ
れ
だ
け
に
共
存
不
能
で
存
亡
を
賭
け

た
針
決
に
陥
り
や
す
い
1

1

の
抗
争
だ
け
の
歴
史
と
見
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
。
そ
の
親
近
性
は
文
化
史
の
面
で
は
一
麿
知
ら
れ
て
き
た
。
李

陳
朝
期
の
一
音
楽
や
彫
刻
へ
の
チ
ャ
ン
パ

l
の
影
響
、
ラ
l
マ
l
ヤ
ナ
の
流
入
や
民
開
文
撃
の
交
流
な
ど
が
そ
れ
で
、
社
舎
主
義
ベ
ト
ナ
ム
の
研

(
ω
)
 

究
者
た
ち
は
そ
れ
ら
に
も
と
e

つ
い
て
民
族

・
民
衆
聞
の
友
好
を
説
き
、
抗
争
を
支
配
者
聞
の
出
来
事
と
し
て
き
た
。
民
衆
と
支
配
者
と
い
う
皐

-168-

純
な
二
分
法
は
さ
て
お
き
、
文
化
的
影
響
の
密
度
に
つ
い
て
は
、

な
お
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

「華
夷
意
識
」
を
前
提
と
し
た
上
で
の
単
な
る
異
園
趣
味
の
護
現
と
片
附
け

て
よ
い
か
ど
う
か
、

文
化
的
親
密
さ
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
他
に
も
あ
る
。
陳
太
宗
の
子
の
一

人
昭
文
大
王
日
矯
は
外
園
人
と
遊
ぶ
の
を
好
み
、
象
に
乗
っ
て

占
人
の
村
(
李
霊
宗
の
遠
征
の
際
に
捕
え
て
き
た
占
城
人
を
居
住
さ
せ
た
所
〉
に
行
き
、

、
四
日
泊
ま
っ
て
掃
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
ハ
『
全
書
』

陳
憲
宗
関
祐
二
年
〈
一
三
三

O
〉)。

(

幻

)

と
」
を
禁
じ
た

(同
容
宗
隆
慶
二
年
篠
)
と
い
う
の
も
、

一
三
七
四
年
に
な
っ
て
、
軍
民
に
「
北
人
の
衣
様
を
服
す
る
こ
と
及
び
占

・
牢
等
園
語
に
倣
う
こ

本
紀
七

従
来
は
中
園
風
の
服
装
や
占
(
チ
ャ
ム
〉
語
・
哀
(
哀
牢

n
ラ
オ
〉
語
が
珍
し
く
な
か
っ

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。



こ
う
し
た
文
化
的
紐
帯
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
政
治
関
係
に
お
い
て
も
見
方
を
麗
え
ざ
る
を
え
な
い
黙
が
あ
る
。
例
え
ば
一
一
一
一

O
六
年
の
玄

珍
公
主
の
占
城
王
へ
の
「
下
嫁
」
に
劃
し
て
は
、
朝
野
の
文
人
が
王
昭
君
の
故
事
な
ど
を
引
い
て
大
反
劃
し
た
と
い
う
が
ハ
『
全
書
』
本
紀
六
陳

英
宗
興
隆
十
四
年
夏
六
月
候
)
、
そ
れ
は
嘗
時
撞
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
文
人
官
僚
層
に
と
っ
て
は
一
大
事
で
あ
っ
て
も
、
陳
王
家
に
と
っ
て
は
大
し
た

(

沼

〉

こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
表
2
の
よ
う
な
、
失
脚
し
た
指
導
者
や
圏
内
反
劃
涯
が
そ
れ
ぞ
れ
相
手
園
に
亡
命
し
、

ま
た
相
手
園
の
力
を
借
り

て
自
園
の
支
配
擢
を
握
ろ
う
と
す
る
事
例
の
多
さ
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
は
他
に
適
嘗
な
亡
命
先
が
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

L、

ず
れ
に
せ
よ
上
記
の
よ
う
な
文
化
的
親
近
性
と
隻
方
の
あ
る
種
の
「
寛
大
き
」
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
頻
繁
な
整
方
向
へ
の
亡
命
は
起
こ
り

(

お

〉

え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

「
来
た
者
は
誰
で
も
受
け
入
れ
る
」

認
め
る
」
性
格
は
、
南
園
の
境
界
地
域
の
地
方
勢
力
の
聞
で
は
、

こ
う
し
た
「
何
か
の
時
は
相
手
方
に
つ
く
」

「
相
手
の
力
を
借
り
て
カ
ム
パ
y
ク
す
る
よ
う
な
こ
と
も

-169ー

か
ら
見
れ
ば
、

「
強
い
方
に
つ
く
」
と
い
う
形
で
現
れ
る
。
こ
れ
を
南
園
の
中
央
擢
力
の
側

(
弘
〉

ベ
ト
ナ
ム
と
西
方
の
ラ
オ
ス
・
タ
イ
と
の
「
境
界
」
が
「
壁
方
の
中
心
か
ら
設
す
る
波
紋
の
重
な
り
合
い
」
で
あ
っ
た
の
と
似

た
よ
う
な
賦
況
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

紅
河
デ
ル
タ
南
方
の
タ
ィ
ン
ホ
ア
(
愛
州
↓
滑
化
〉
と
ゲ
ア
ン
・
ハ
テ
ィ
ン
(
演
州
、
駿
州
↓
父
安
)
、
特
に
後
者
を
そ
う
し
た
地
域
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
紅
河
デ
ル
タ
と
同
じ
く
漢
代
か
ら
北
属
下
に
あ
り
、
タ
ィ
ン
ホ
ア
か
ら
は
前
饗
朝
の
創
始
者
禦
桓
が
出
る
な

ど
「
中
固
化
」
や
「
ベ
ト
族
化
」
が
進
ん
で
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
七
二
二
年
の
躍
州
人
梅
叔
驚
の
奉
兵
は
林
口
巴
・
員
踊
と
結
ん

(

お

〉

で
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
濁
立
後
、
表
2
に
見
る
通
り
九
八
九
年
に
管
甲
楊
準
旅
が
「
睦
・
愛
二
州
を
も
っ
て
占
城
に
附
か
ん
と
し
」
、

一一

O
三
年
に
は
演
州
人
李
費
が
反
凱
に
失
敗
し
た
後
、
占
城
に
逃
れ
る
。
ま
た
一

一
一
ニ
二
年
に
は
「
常
に
険
要
の
慮
に
伏
し
て
父
安
州
人
を

携
に
し
員
踊
園
に
轄
貰
し
」
て
い
た
占
城
人
コ
一
人
が
捕
え
ら
れ
る
と
い
う
事
件
も
起
こ
る
(
『
全
書
』
本
紀
三
李
神
宗
天
順
五
年
九
月
燦
〉
。

こ
の
頃
か
ら
員
鵬
・
占
城
が
父
安
の
地
に
し
ば
し
ば
「
攻
め
寄
せ
た
」
こ
と
は
前
述
の
通
り
だ
が
、
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
南
方
諸
州
、
特
に
ゲ
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「王制菜」女崎、こ之、われて来万



ア
ン

・
ハ
テ
ィ
ン
地
域
で
は
占
城
・
員
腫
な
ど
の
政
治
的
影
響
力
と
人
々
の
活
動
が
及
ん
で
お
り
、
そ
の
中
で
場
合
に
よ
っ
て
は
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
離
れ
る
よ
う
な
志
向
を
も
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

〈
鉛
)

族
を
配
置
し
て
清
化
-
V
〈
安
の
支
配
に
努
め
る
。
だ
が
そ
れ
で
も
、
付
で
見
た
通
り
十
四
世
紀
後
半
の
チ
ャ
ン
パ

l
の
猛
攻
の
際
に
は
「
父
安

」
れ
ら
の
地
域
へ
の
李
朝
の
支
配
は
何
と
か
守
り
抜
か
れ
、
陳
朝
も
王

人
は
ふ
た
ご
こ
ろ
を
懐
い
た
」
の
で
あ
っ
た
。

次
に
ク
ア
ン
ビ
ン
以
南
の
地
域
は
も
と
も
と
チ
ャ
ン
パ

1
の
影
響
下
に
あ
っ
た
が
、

表
2
の
遁
り

一
O
四
O
年
に
布
政
楽
人
が
亡
命
し
て
く

る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
、

や
は
り
い
ざ
と
な
れ
ば
ベ
ト
ナ
ム
に
つ
く
よ
う
な
地
方
勢
力
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
李
・
陳
朝

を
遁
じ
て
こ
の
地
域
の
争
奪
戦
が
繰
り
返
さ
れ
、
十
四
世
紀
前
半
に
は
ベ
ト
ナ
ム
側
の
支
配
が
ト
ゥ
ア
テ
ィ
エ
ン
方
面
ま
で
及
ん
だ
筈
だ
っ
た

が
、
付
で
見
た
通
り
新
卒

・
順
化
勢
力
は
二
ニ
八

O
年
、
占
城
が
こ
れ
を
「
誘
っ
て
」
父
安
・
演
州
を
攻
め
さ
せ
、

っ
て
い
た
。
し
か
し
同
年
、
制
蓬
我
が
死
ぬ
と
新
卒

・
順
化
は
再
び
ベ
ト
ナ
ム
に
つ
く
。

以
後
一
三
九

O
年
ま
で

「
多
く
叛
い
て
占
に
従
」

以
上
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
の
チ
ャ
ン
パ

l
攻
撃
、

-171ー

ひ
い
て
は
親
近
性
の
一
方
で
の
頻
繁
な
攻
撃
と
い
う
針
チ
ャ
ン
パ

1
関
係
全
瞳
が
、
何
を
意
味

(
日
出
)

す
る
の
か
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
よ
う
。
そ
れ
に
は
チ
ャ
ン
パ

l
側
の
ベ
ト
ナ
ム
攻
撃
の
目
的
・
意
味
、
雨
者
の
抗
争
に
劃
す
る
中
園
の
認

識
や
態
度
な
ど
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ベ
ト
ナ
ム
||
特
に
中
央
権
力
な
い
し
全
僅

l
!の
覗
貼
に
較
っ
て
検
討
し
た
い
。

は
む
し
ろ
少
な
い
。
九
八
二
年
、

ま
ず
軍
事
攻
撃
の
目
的
に
つ
い
て
。
第
一
に
明
ら
か
な
こ
と
は
、
付
で
見
た
遁
り
十
四
世
紀
末
以
前
の
出
兵
で
領
土
援
大
を
果
た
し
た
も
の

一
二
五
二
年
な
ど
、
首
都
陥
落
そ
の
他
の
成
果
を
奉
げ
な
が
ら
新
規
の
領
土
接
大
を
行
っ
た

そ
の
気
に
な
れ
ば
さ
ら
な
る
領
土
接
大
は
可
能

一
O
四
四
年
、

形
跡
、
が
な
い
。

チ
ャ
ン
パ

l
の
蓄
領
回
復
策
動
を
粉
砕
し
た
一
一

O
四
年
、

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
領
土
抜
大
が
常
に
攻
撃
の
目
的
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

=
三
二
年
も
、

ハ
叩
叫
)

む
し
ろ
多
く
の
場
合
、
出
兵
の
目
的
は
チ
ャ
ン
パ

l
の
朝
貢
園
化
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
一

O
四
四
年
や
一

O
六
九
年
の
出
兵
の

直
接
の
理
由
は
占
城
が
久
し
く
入
貢
し
な
か
っ
た
こ
と
と
さ
れ
る
。
九
九
四
年
に
は
占
城
園
使
を
朝
貢
の
際
に
曜
に
違
っ
た
と
責
め
(
『
全
書
』

陳
裕
宗
紹
盟
六
年
候
)
。
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
が
チ
ャ
ン

477 

本
紀

察
大
行
膝
天
元
年
篠
〉
、

一
三
四
六
年
に
も
「
遁
年
朝
貢
飲
躍
」
を
責
め
る
ハ
同
七
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パ
l
の
統
治
者
を
珊
立
し
よ
う
と
し
た
例
も
見
ら
れ
る
。

チ
ャ
ン
パ
ー
か
ら
の

亡
命
者
を
謹
選
し
て
王
位
に
着
け
よ
う
と
し
た
一

一
五
O
年

(表
1
Y

一
三
五
三
年
(表
2
)

の
例
の
他、

一
一
三
一
一
年
、

一
一
三
八
年
の
出
兵
の
際
に
も
、

捕
わ
れ
た
り
逃
亡
し
た
奮
主
に
代
え
て
別
の

人
物
を
擁
立
し
て
い
る
。

一
一
九
八
年
に
は
占
城
側
が
求
封
し
た
と
さ
れ
る
(『全
書
』
本
紀
四

(
却
〉

も
う

一
つ
、
破
壊

・
略
奪
そ
れ
自
睡
も
出
兵
の
目
的
と
し
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
九
八
二
年
に
「
士
卒
を
停
獲
す
る
こ
と
あ
げ
て
計
う

べ
か
ら
ず
。
官
妓
百
人
及
び
天
竺
信
一
人
を
獲
え
、
そ
の
重
器
を
遷
す
。
金
銀
賓
貨
を
牧
む
る
こ
と
蔦
を
も
っ
て
敷
う
。
そ
の
城
池
を
夷
い
そ

一
O
四
四
年
に

「馴
象
三
十
徐
を
獲
え
、
五
千
絵
人
を
生
檎
す
」

李
高
宗
天
資
嘉
瑞
十
三年、

十
四
年
篠
)
。

の
宗
廟
を
載
っ
」

(『全
書』

本
紀
一

禦
大
行
天
一
順
三
年
僚
)
、

「乍
斗
の
妻
妾

を
獲
う
」
(同
三

李
聖
宗
天
既
賓
象
二
年
春
二
月
篠
)
、

一
O
六
九
年
に
は

「
そ
の
主
制
矩
及
び
そ
の
衆
五
寓
人

一
二
五
二
年
に

「占
城
主
の
萎
布
耶
羅
及
び
そ
の
臣
妄
人
民
を
獲
え
て
蹄
る
」
〈
同
五

同

李
太
宗
明
道
三
年
僚
)
、

及
び
宮
女
の
歌
舞
西
天
曲
調
を
善
く
す
る
者
を
停
す
」

陳

太
宗
元
塑
二
年
傑
)
な
ど
、
捕
虜

・
戦
利
品
の
記
録
が
そ
の
意
一
味
で
注
目
さ
れ
る
。

で
は
チ
ャ
ン
パ

l
の
朝
貢
固
化
や
そ
の
略
奪

・
破
壊
は
ど
ん
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
問
題
は
東
ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
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と
い
う
二
つ
の
異
な
る
文
脈
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
東
ア
ジ
ア
的
文
服
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
最
も
基
本
的
な
問
題
だ
っ
た

「北」

H
中
園
か
ら
の
濁
立
の
維
持
と
の
連
動
性
が
注
目

(
州
制
)

さ
れ
る
。
一

O
七
六
年
な
ど
中
園
と
チ
ャ
ン
パ

l
が
ベ
ト
ナ
ム
を
挟
撃
し
よ
う
と
す
る
場
合
が
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
側
は
中
園
に
抵
抗
す
る
た
め

ハ
4
〉

の

「後
背
地
」
の
確
保
を
必
要
と
し
て
い
た
。

も
普
か
ら
説
か
れ
て
い
る
。

(
州
出
〉

察
さ
れ
て
お
ら
ず
、
特
に
十
四
世
紀
以
前
に
つ
い
て
は
、
濁
立
ベ
ト
ナ
ム
が
中
園
か
ら

「華
夷
意
識
」
を
継
承
し
た
こ
と
、

ま
た
「
自
ら
の
中
固
化
に
よ
る
封
中
抵
抗
」
の
反
映
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
劃
し
て

「小
中
華
」
と
し
て
臨
ん
だ
こ
と

し
か
し「
小
中
華
」
と
し
て
臨
む
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
は
庇
朝
期
〈

一
八
O
二
一

九
四
五
)
を
除
き
ほ
と
ん
ど
考

「
中
園
式
国
家
」

イ
コ
ー
ル
膨
張
主
義
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
安
易
に
信
じ
込
ま
れ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
そ
も
そ
も
、

「華
夷
秩
序
」
|
|
理
念
的
に
は
静

的
な
も
の
|

|
と
不
断
の
膨
張
と
い
う
動
的
な
性
格
は

「中
華
帝
園
」
を
支
え
る
原
理
と
し
て
は
匿
別
し
て
考
え
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。



濁
立
初
期
の
「
不
断
の
膨
張
」
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
て
き
た
こ
と
は
前
述
の
遁
り
で
あ
る
。
他
方
、
北
属
期
の
北
部
ベ
ト
ナ
ム
が
南
海
交
易
接

融
と
し
て
繁
柴
し
、
周
連
諸
園
の
封
中
朝
貢
の
窓
口
と
も
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
か
ら
、
「
華
夷
秩
序
」
的
護
想
を
濁
立
後
の
ベ
ト

ナ
ム
が
も
ち
績
け
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
。
し
か
も
「
中
華
一
一
帝
園
」
の
存
立
に
と
っ
て
、
自
ら
の
外
縁
の
非
中
華
世
界
の
支
配
は
原
理
的
に

不
可
依
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
「
南
園
」
す
な
わ
ち
「
小
中
華
帯
園
」
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
が
中
園
に
封
抗
す
る
た
め
に
も
、
自
ら
の
華
夷
秩
序
を

ハ
必
〉

築
く
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
唯
一
可
能
な
相
手
が
「
南
」
だ
っ
た
。

チ
ャ
ン
パ

l
は

「夷」

と
し
て
一
方
で

「
南
園
」

か
ら
外
在
化
さ
れ
つ

っ
、
他
方
で
そ
の
秩
序
に
組
み
込
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
い
か
に
ベ
ト
ナ
ム
が
濁
立
嘗
初
か
ら
そ
う
し
た
観
念
を
も
ち
つ
づ
け
、
中
園
式
年
代
記
で
そ
れ
を
表
現
し
つ
づ
け
よ
う
と
も
、
現
買

の
力
関
係
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
隻
方
向
の
亡
命
や
漣
境
の
南
属
性
な
ど
、
中
園
で
も
北
方
民
族
と
の
聞
で
は

よ
く
見
ら
れ
た
よ
う
な
。
フ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
関
係
が
見
ら
れ
た
り
、
相
手
を
「
徳
を
も
っ
て
化
す
」
だ
け
の
力
の
差
が
な
い
か
ら
こ
そ
頻
繁
に

ハH
H
)

「
華
夷
秩
序
」
に
ふ
さ
わ
し
い
力
関
係
が
貫
現
さ
れ
る
。

次
に
東
南
ア
ジ
ア
的
文
服
か
ら
見
る
と
、
濁
立
初
期
ベ
ト
ナ
ム
の
園
家
・
祉
舎
は
よ
り
直
接
的
に
チ
ャ
ン
パ

l
攻
撃
、
朝
貢
園
化
な
ど
に
よ

る
利
盆
で
成
り
立
っ
て
い
た
面
が
あ
る
。
た
と
え
ば
奴
隷
第
働
力
や
南
海
産
品
の
獲
得
が
経
済
的
に
重
大
な
意
味
を
有
し
た
こ
と
が
ま
ず
も
っ

て
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
主
義
的
観
貼
か
ら
、
十
五
世
紀
ま
で
奴
隷
制
ウ
グ
ラ
l
ド
が
(
副
次
的
で
は
あ
る
が
)
不
可
依

(

必

)

だ
っ
た
、
十
四
世
紀
以
前
は
私
的
土
地
所
有
が
未
護
達
〈
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
1
村
落
共
同
鐙
的
土
地
所
有
の
卓
越
〉
で
、
支
配
階
紐
の
富
は
動
産
の

(

必

)

形
で
獲
得
・
蓄
積
さ
れ
た
な
ど
、

-173ー

武
威
を
示
す
必
要
が
生
じ
た
り
し
た
わ
け
で
あ
る
。
十
四
世
紀
末
以
降
よ
う
や
く
、

「
封
建
制
が
全
面
的
に
は
護
達
し
て

い
な
い
朕
況
」
が
説
か
れ
て
い
る
。

一
方
「
地
域
研
究
的
な
東
南
ア
ジ
ア
史
」
の
側
で
は
、
王
権
の
交
易
へ
の
依
存
度
の
高
さ
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
南
海
交
易
の
大
幹
線
か
ら

外
れ
て
い
た
蛍
時
の
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
、
大
交
易
援
貼
、
輪
出
品
産
地
で
あ
る
チ
ャ
ン
パ
ー
か
ら
の
貢
納
・
掠
奪
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
交

(

幻

)

易
品
の
入
手
は
死
活
の
課
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
よ
り
政
治
的
な
統
合
維
持
の
角
度
か
ら
問
題
を
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
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一
O
四
三
年
、

李
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租
(
在
位
一

O
一
O
l
一
O
二
八
〉
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の
混
後
占
城
が
朝
貢
し
な
い
理
由
を
尋
ね
る
李
太
宗
に
劃
し
て
臣
下
は

陛
下
は
徳
を
加
え
ら
れ
ま
し
た
が
威
は
ま
だ
康
げ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
陛
下
御
即
位
以
来
、
彼
が
命
に
逆
い
て
朝
貢
し
な

い
の
に
封
し
、
た
だ
徳
と
恵
を
も
っ
て
こ
れ
を
懐
か
せ
る
だ
け
で
、
い
ま
だ
か
つ
て
威
と
武
を
も
っ
て
こ
れ
を
征
し
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
で
は
遠
人
を
威
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
臣
が
恐
れ
ま
す
の
は
、
海
内
異
姓
諸
侯
も
皆
、
占
城
に
な
ら
う
こ
と
で
す
。
ど
う
し
て

た
だ
占
人
だ
け
の
問
題
と
言
え
ま
し
ょ
う
か
。

と
答
え
た
の
で
太
宗
は
親
征
を
決
意
し
た
(
『
全
書
』
本
紀

(
同
情
〉

明
道
二
年
秋
八
月
篠
)
。

こ
こ
に
は
チ
ャ
ン
パ
ー
を
「
華
夷
秩
序
」
に
組
み
込
む
た

め
に
は
武
力
が
必
要
だ
と
い
う
認
識
が
見
ら
れ
る
が
、

同
時
に
そ
の
武
力
は

「
海
内
異
姓
諸
侯
」

へ
の
示
威
で
も
あ
っ
た
。

し
か
も
そ
れ
ら

は
、
太
粗
設
後
行
わ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
、
筆
者
も
再
三
述
べ
て
き
た
濁
立
初
期
ベ
ト
ナ
ム
園
家
の
特
徴
に
は
っ
き
り
合
致
す
る
。
つ
ま
り
地
方
勢
力
へ
の
支
配
や
王
権

の
安
定
の
制
度
的
保
障
と
し
て
の
、
官
僚
機
構
や
儒
数
的
王
位
縫
承
シ
ス
テ
ム
は
十
分
裂
達
・
機
能
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
身
内
に
も
敵
に
も

「
能
力
」
を
見
せ
つ
け
た
者
だ
け
が
支
配
者
に
な
り
、

「
見
せ
つ
け
ら
れ
た
」
側
は
そ
れ
に
服
従
す
る
。
そ
こ
で
軍
事
行
動
を
中
心
と
す
る
能

-174ー

力
の
誇
示

i
lそ
こ
に
は
嘗
然
、
略
奪
や
貢
納
の
強
要
に
よ
っ
て
富
を
獲
得
し
、
そ
れ
を
身
内
に
再
分
配
す
る
と
い
う
経
済
的
意
味
が
伴
う
。

官
僚
機
構
の
未
護
達
ゆ
え
租
税
を
支
配
の
経
済
基
盤
に
は
し
え
な
い
の
で
あ
る
ー
ー
が
カ
ギ
を
握
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
血
筋
の
威
力
が
弱

い
か
ら
、
代
替
わ
り
ご
と
に
能
力
の
誇
示
が
必
要
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
ベ
ト
ナ
ム
の
北
は
中
園
、
東
は
海
、

西
は
山
で
あ
る
。
南
海
交
易
な
ど

に
よ
る
チ
ャ
ン
パ
l
の
富
は
莫
大
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
|
|
「
北
」
と
の
交
渉
・
抵
抗
の
成
功
は
も
ち
ろ
ん
最
大
の
能
力
の
誇
示
に
な
る
が
、

そ
れ
は
必
要
な
時
に
い
つ
で
も
出
来
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
|
|
チ
ャ
ン
パ

1
攻
め
が
王
擢
正
嘗
化
の
手
ご
ろ
な
手
段
と
し
て
し
ば
し
ば
選
ば

れ
る
の
は
嘗
然
で
あ
ろ
う
。

一
三
二
九
年
多
、

轡
」
を
親
征
し
よ
う
と
し
た
際
に
、
権
臣
陳
克
終
が
こ
れ
を
諌
め
た
言
葉
で
あ
る
ハ
『
全
書
』
本
紀
六

こ
う
し
た
チ
ャ
ン
パ
l
の
位
置
づ
け
を
よ
く
示
す
の
は
、

陳
明
宗
上
皇
が
浩
江
道
(
北
部
山
地
の
ダ
1
川
流
域
〉
の
「
牛
肌

関
一
版
元
年
篠
〉
。
彼
は
花
江
が
療
痛
の
地
で



あ
り
、
川
が
急
流
で
行
軍
に
不
利
な
こ
と
を
述
べ
た
後
に
「
占
城
は
療
泰
が
な
く
、
し
か
も
前
世
の
一
帝
王
た
ち
は
親
征
し
て
、
多
く
そ
の
主
を

檎
に
し
て
き
ま
し
た
。
彼
(
引
用
者
注
1
牛
肌
鐙
〉
を
許
し
て
占
を
征
す
る
に
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
る
。
チ
ャ
ン
パ
攻
撃
は
「
華
夷
秩

(

必

)

序
」
が
要
求
し
た
だ
け
で
な
く
、
「
東
南
ア
ジ
ア
的
園
家
」
な
い
し
「
マ
ン
ダ
ラ
」
が
、
力
の
誇
示
と
勢
働
力
や
財
賓
の
入
手
の
た
め
に
要
求

し
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
隻
方
向
の
亡
命
や
進
境
の
雨
属
性
な
ど
、
「
マ
ン
ダ
ラ
」
同
士
に
は
嘗
り
前
の
現
象
は
十
四
世
紀
後
半

に
も
な
お
見
ら
れ
る
。
「
華
夷
秩
序
」
が
な
か
な
か
質
韓
化
し
な
か
っ
た
の
は
、
車
に
相
手
と
比
べ
て
量
的
な
力
が
不
十
分
だ
っ
た
か
ら
で
は

な
く
、
ベ
ト
ナ
ム
の
園
家
・
祉
舎
が
「
華
」
と
は
質
的
に
異
る
原
理
で
動
い
て
い
た
た
め
で
も
あ
る
と
考
え
た
い
。

「
西
」
|
|
「
雲
南
」
か
ら
「
タ
イ
」

'̂' 

紅
河
デ
ル
タ
を
中
心
と
す
る
ベ
ト
ナ
ム
王
朝
闘
家
の
「
西
」
と
言
え
ば
、
普
通
思
い
浮
か
べ
る
の
は
北
部
の
タ
イ
バ
ッ
ク
地
方
か
ら
中
部
の

チ
ュ
オ
ン
ソ
ン
山
服
へ
と
績
く
山
の
世
界
と
、

そ
の
背
後
に
位
置
す
る
メ
コ
ン
水
系
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
主
な
交
渉
相
手
は
、
濁
立
初
期
の
員
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鵬
を
除
け
ば
ラ
オ
族
な
ど
の
タ
イ
系
諸
民
族
と
ラ
オ
ス
園
家
だ

っ
た
。
ベ

ト
ナ
ム
圏
家
に
と
っ
て
「
北
」
や
「
南
」
が
「
正
面
」
で
あ
っ
た
の

と
遣
い
、
大
山
岳
地
帯
を
控
え
た
「
西
」
は
「
側
面
」
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
と
の
関
係
は
事
件
史
と
し
て
の
み
語
ら
れ
る
の
が
常
だ
っ
た
が
、
近

(
印
〉

年
よ
う
や
く
、
「
西
方
闘
興
」
の
一
意
味
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
従
来
の
研
究
が
全
く
看
過
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
事
柄
、が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
蛍
時
の
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
「
西
」
と
は
ど
こ
だ

っ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
現
在
の
感
費
で
は
そ
れ
は
タ
イ
バ
ッ
タ
ー
チ
ュ
オ
ン
ソ
ン
地
域
に
決
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
嘗

時
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た。

『
欽
定
越
史
遁
鑑
網
目
』
前
編
一

は
贋
西
に
界
し
、

日
傑
下
に
は
、

東
北
は
贋
東
に
界
し
、
雄
王
篠
謹
按
に
「
陳
察
以
前
の
彊
域
、
東
は
海
に
至
り
、
西
は
雲
南
に
界
し
、
南
は
占
城
に
界
し
、
北

西
南
は
老
掘
に
界
す
」
と
あ
り
、

『全
書
』
本
紀
一

O

家
太
租
丁
未
(
一
四
二
七
)
十
二
月
十
七

481 

(
明
に
攻
め
ら
れ
た
際
に
)

「
我
が
園
人
民
・
:
:
・
推
者
南
は
占
城
に
走
り
西
は
大
里
に
奔
る
」
と
あ
る
。
大
里
は
大
理
の
普
通
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で
あ
ろ
う
。
十
五
世
紀
以
前
の
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
西
と
言
え
ば
ま
ず
雲
南
を
指
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
特
に
南
詔

・
大
理
園
家
が
存
在

し、

雲
南
が

「
北
」
日
中
園
の
一
部
で
な
か
っ
た
時
代
に
は
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
従
来
の
ベ
ト
ナ
ム
史
の
研
究
・
絞
述
に

お
い
て
は
、

雲
南
と
の
濁
立
後
の
聞
係
自
瞳
が
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
こ
の
章
で
は
、
ま
ず
濁
立
初
期
ベ
ト

ナ
ム

の
封
雲
南
関

係
を
調
べ
、
そ
の
上
で
タ
イ
バ
ッ
タ
ー
チ
ュ
オ
ン
ソ
ン
山
脈
方
面
と
の
関
係
の
意
味
を
も
考
え
て
み
た
い
。

ベ
ト
ナ
ム
の
雲
南
と
の
関
係
で
唯

一
有
名
な
の
は
濁
立
前
、
九
世
紀
の
南
詔
に
よ
る
安
南
都
護
府
侵
攻
で
あ
る
。
安
南
都
護
府
の
北
部
山
地

民
匪
迫
な
ど
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
南
詔
の
侵
攻
が
始
ま
り
、
八
六

O
年
と
八
六
三
年
の
二
度
、
都
護
府
が
陥
落
、
八
六
七
年
に
よ
う
や
く
唐

(

日

〉

賂
高
耕
に
よ
っ
て
撃
退
さ
れ
た。

〈
臼
〉

濁
立
後
の
雲
南
と
の
閥
係
に
つ
い
て
は
、
李
朝
成
立
直
後
の
一

O
一
0
年
代
に
三
件
の
事
件
が
ベ
ト
ナ
ム
・
中
園
史
料
に
記
録
さ
れ
て
い

(

臼

)

る
。
ま
ず
一

O
一
二
年
に

「蟹
人
」
が
金
華
歩
と
滑
龍
州
(
現
ト
ゥ
エ

ン
ク
ア
ン
省
)
に
貿
易
に
来
た
と
こ
ろ
を
襲
っ
て
馬
寓
徐
匹
を
捕
え
た
。

翌
年
、
滑
龍
州
の
首
長
何
氏
が
叛
い
て
「
撞
」
に
附
い
た
の
で
李
太
租
が
こ
れ
を
親
征
し
た
。
さ
ら
に
一

O
一
四
年
に
は
「
轡
賂
楊
長
恵

・
段
敬

至
」
が
二
十
寓
人
を
率
い
て
入
冠
し
た
が
、
李
太
租
の
子
切
聖
王
に
よ
っ
て
破
ら
れ
た
と
い
う
。
「
轡
」
と
は
「
鶴
柘
轡
」
つ
ま
り
雲
南
勢
力
を
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指
す
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
楊
氏

・
段
氏
は
南
詔
以
来
の
雲
南
東
部
の
名
族
と
し
て
知
ら
れ
る
。

さ
ら
に

一
一
三
九
年
頃
、
李
英
宗
(
在
位

二
三
七
|
一
一
七
五
)
の
即
位
に
劃
し
て
、

豪
申
氏
に
連
な
る
と
お
.
ほ
し
き
申
利
な
る
人
物
が
、

(
補
註
)

兵
三
千
を
も
っ
て
彼
を
助
け
て
い
る
。

李
仁
宗
(
在
位

一
O
七
五
|
一
一
一
一
七
)
の
子
と
稽
し
、

ベ
ト
バ
ッ
ク
地
域

一
帯
を
ま
き
こ
む
大
反
凱
を
起
こ
す
が
、
宋
側
史
料
に
よ
れ
ば
大
理
が

諒
州
(
現
パ
グ
ザ
ン
J
ラ
ン
ソ
ン
地
域
)
の
土

以
上
か
ら
ま
ず
、
北
部
山
地
に
お
け
る
ベ
ト
ナ

ム
の
勢
力
は
濁
立
嘗
初
に
は
せ
い
ぜ
い
ト
ヮ
エ

ン
ク

ア
ン
ま
で
し
か
及
ん
で
い
な
か
っ
た
こ

と
、
逆
に
か
な
り
贋
い
範
固
に
雲
南
の
政
治
的
影
響
力
が
及
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
紅
河
以
東
、
贋
西
園
境
ま
で
の
ベ
ト
パ
ッ
ク

地
方
を
、
封
中
園
境
維
持
の
た
め
に
濁
立
初
期
ベ
ト
ナ
ム
国
家
が
懸
命
に
支
配
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
雲
南
勢
力
か
ら

タ
イ
系
な
ど
ベ
ト
バ
ッ
ク
諸
民
族
が
雲
南
東
部
の
白
撞
系
諸
族
な
ど
と
深
い
政
治
的

・
文
化
的
関

も
守
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。



係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
嘗
然
で
あ
ろ
う
。

で
は
紅
河
デ
ル
タ
の
ベ
ト
族
吐
舎
に
と
っ
て
は
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
か
。
南
詔
の
安
南
都
護
府
攻
撃
に
闘
す
る
ベ
ト
ナ
ム
史
の
論
述
を
見
る

(
臼
〉

と
、
南
詔
は
(
反
中
園
涯
の
)
同
盟
者
と
し
て
意
味
を
も
つ
だ
け
で
、
ベ
ト
族
世
舎
に
と
っ
て
は
別
の
世
界
か
ら
の
偶
然
的
な
侵
入
者
に
す
ぎ

な
か
っ
た
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
筆
者
は
、
ベ
ト
パ
ッ
ク
の
住
民
が
雲
南
勢
力
と
あ
る
程
度
「
世
界
」
を
共
有
し
え
た
の
な
ら
、
紅

「
世
界
」
を
共
有
す
る
と
は
、
車
な
る
物
理
的
な
攻
撃
だ
け
で
な
く
、
相
手
か
ら
の

河
デ
ル
タ
の
住
民
た
ち
も
同
じ
こ
と
だ
っ
た
と
考
え
る
。

文
化
的
・
祉
舎
的
吸
引
力
な
い
し
浸
透
力
が
、
自
己
の
統
合
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
射
し
て
脅
威
に
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

l
l劉

中
関
係
の
員
の
問
題
も
そ
こ
に
あ
っ
た
|
|
。

こ
う
考
え
る
理
由
の
第
一
は
、
南
者
の
「
基
層
丈
化
」
の
共
通
性
で
あ
る
。
ベ
ト
族
の
原
初
的
祉
曾
組
織
の
山
地
タ
イ
族
と
の
親
縁
性
の
指

(

日

)

摘
以
来
、
雲
南
と
北
部
ベ
ト
ナ
ム
隻
方
を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
北
部
の
幅
康
い
文
化
的
交
流
や
共
通
性
が
、
民
族
拳
や
考
古
事
の
分
野
で

衣
々
と
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
王
朝
時
代
ベ
ト
ナ
ム
に
見
ら
れ
た
土
他
割
換
制
日
公
田
制
な
ど
も
、
タ
イ
族
「
ム
ア
ン
祉
舎
」
に
共
通
の
制

(
日
山
)

度
に
由
来
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

第
二
に
、
以
上
の
事
賓
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
針
雲
南
関
係
が
無
視
さ
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
ベ
ト
族
は
「
中
固
化
」
し

て
い
る
が
タ
イ
系
な
ど
雲
南
少
数
民
族
は
そ
う
で
な
い
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
濁
立
嘗
初

に
闘
す
る
限
り
、
こ
の
封
比
は
後
世
ほ
ど
明
瞭
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
嘗
時
の
ベ
ト
ナ
ム
園
家
お
よ
び
紅
河
デ
ル
タ
社
舎
に
お
い
て
、
漢

字
に
よ
る
表
現
瞳
系
と
、
せ
い
ぜ
い
男
系
の
世
襲
王
朝
シ
ス
テ
ム
以
上
に
、
統
治
原
理
・
組
織
原
理
と
し
て
「
中
園
的
原
理
」
が
働
い
て
い
た

と
は
思
え
な
い
こ
と
は
再
三
述
べ
て
き
た
逼
り
で
あ
る
。
そ
う
し
た
範
圏
の
「
中
園
化
」
な
ら
ベ
ト
パ
ッ
ク
や
康
西
の
「
山
地
」
諸
民
族
に
も

-177一

一
O
四

0
1
五
0
年
代
に
宋
と
李
朝
の
壁
方
を
震
憾
さ
せ
た
贋
源
州
(
現
カ
オ
パ
ン
省
〉
の
健
氏
も
、

(

幻

)

「
大
南
園
」
な
ど
の
「
中
園
式
園
家
」
を
築
こ
う
と
し
て
い
る
。
南
詔
・
大
理
園
家
が
同
じ
意
味
で
「
中
園
式
園
家
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
明

(
日
山
)

明
白
々
な
事
買
で
あ
る
。

し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

483 
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こ
の
封
雲
南
関
係
の
後
世
へ
の
影
響
の
深
刻
さ
を
窺
わ
せ
る
朕
況
謹
擦
が
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
十
四
世
紀
に
成
立
し
た
と
さ
れ
、
陳
朝
期
園

家
祭
把
盟
系
の
姿
を
傍
え
る
『
越
旬
幽
霊
集
』
、

も
う
一
つ
は
十
五
世
紀
の
民
間
信
仰
の
記
録
と
さ
れ
る
『
嶺
南
掠
怪
』
で
あ
る
。

前
者
〈
東

洋
文
庫
臓
木
)
は
二
十
七
柱
の
紳
霊
の
事
蹟
を
列
摂
す
る
。

表
3
の
通
り
六
桂
が
「
歴
代
人
君
」
、
十
一
桂
が
「
歴
代
人
臣
」
と
人
格
紳
が
過
半

数
を
占
め
、
質
在
の
人
物
も
多
数
含
む
。
そ
の
す
べ
て
に
陳
朝
園
家
が
ど
ん
な
稽
競
を
興
え
た
か
を
記
す
ほ
か
、
そ
の
紳
が

「い

つ
出
現
し
た

か
」
を
述
べ
た
も
の
が
多
い
。
う
ち
六
柱
が
李
太
粗

・
太
宗
の
時
に
現
れ
て
お
り
、

李
朝
初
期
の
王
擢
が
傍
数
と
な
ら
ん
で
こ
れ
ら
を
利
用

(

印

)

し
、
王
権
安
定
の
た
め
の

「
李
朝
教
」
と
で
も
い
っ
た
も
の
を
作
り
上
げ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
も
う
一
人
、
し
ば
し
ば
神
霊
の
出
現
に
立
ち
合
っ
た
人
物
が
い
る
。

そ
れ
は
唐
末
の
高
耕
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
ハ
ノ
イ
の
土
地
神

「
贋
利
大
王
」
が
「
高
餅
が
羅
城
を
築
い
た
時
」
に
出
現
し
、

(
印
)

紳
の
護
露
と
し
て
よ
く
引
か
れ
て
き
た
。
だ
が、

そ
の
方
術
に
よ
っ

て
も
鎮
座
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
話
は
、

ベ
ト
ナ
ム
民
族
精

大
王
」
は
、
高
餅
が
南
詔
を
破

っ
た
際
に
現
れ
た
と
い
う
だ
け
だ
が
、

た
「
校
尉
英
烈
威
猛
輔
信
大
王
」
は
そ
の
も
の
ず
ば
り
「
王
(
高
耕
)
の
夢
に
出
て
来
て
助
順
し
た
」
と
い
い
、

「善
護
園
公
」
は
高
餅
が
祭
を

他
の
四
柱
は
い
ず
れ
も
南
詔
と
の
戦
い
の
際
に
出
現
し
て
い
る
(
表
3
Y

「嘉
鷹
善
感
霊
武

「果
毅
剛
正
王
」
は
「
高
餅
が
南
詔
を
討
卒
し
た
の
で
」
現
れ
た
。
ま
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設
け
紳
の
賦
助
を
求
め
た
と
こ
ろ
夜
更
け
に
現
れ
た
と
あ
る
。

他
に
も
「
誼
安
佑
園
王
」
は
李
太
組
の
前
に
姿
を
現
し
、
自
分
が
何
度
も
賊
の

撃
退
を
助
け
て
き
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
高
餅
が
南
詔
を
破
っ
た
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
。
高
餅
の
紳
霊
好
き
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
だ
け
で
な
く
、
南
詔
と
の
戦
い
が
陳
朝
期
ま
で
深
刻
な
「
民
族
的
記
憶
」
と
し
て
俸
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
れ
だ
け
な
ら
主
観
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な
ど
持
ち
出
さ
ず
と
も
、
客
観
的
な
「
民
族
の
危
機
」
の
重
大
さ
を
一
示
す
と
見
れ
ば
十
分
、

と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
『
嶺
南
掠
怪
』
袋
二
に
は
「
南
詔
停
」
と
い
う
不
思
議
な
物
語
が
載
る
。
長
丈
な
の
で
要
約
す
る
と
、

そ
の
子
孫
は
紅
河
デ
ル
タ
の
南
方

「紳
符
横
山
」
な
ど
の
地
に
集
ま
り
、

南
詔
は
南
越
の
越
武
一
帝
(
越
佑
)
の
後
葡
で
あ
る
。
越
氏
滅
亡
後、

南
越
が
詑
っ
て
南
詔
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
演
州
・
臨
州
方
面
に
あ
っ
た

「婆
夜
園
」
と
、
通
じ
た
。
東
菅
も
唐
も
|
|
高
耕
す

五
代
後
音
の
時
、
南
詔
は
攻
め
ら
れ
て
京
牢
(
ラ
オ
ス
〉
の
地
に
退
い
た
、
今
の
盆
轡
(
引
用
者
註

ら

/
|

|
南
詔
を
卒
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
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表3 IF越旬幽鐙集』の紳名と出現時期

市申 名(本名)

(歴代人君〉
嘉目害、善感鐙武大王(土愛)

布蓬字結彰信崇義大王
(i隠興〉
明道開基聖更!!神武皇帝
(越光復)
英烈仁孝欽明聖武皇帝
(李併子〕
天祖地主社複需君(后稜フ
徴聖王(徴側・徴買¥)
貞烈夫人(占城王乍斗の妃〉
(歴代人臣〉
威明勇烈額忠佐聖字詰大王
(李日光)
校尉英烈威猛輔信大王
(李翁仲〉
太尉忠、輔勇武威勝公
(李常傑〕
保園銀盤定邦域陸大王
(蘇百〕
洪聖佐治大王(苅E何)
都統匡園王(察奉暁J
太尉忠恵公(穆償コ
却敵威敵二大王
(張昨・張喝)

護安鵡園王(李服鐙〉

回天忠烈王(李都尉〉
果毅剛正王(高魯〉
(洛気英露〉
A天化育元君

庚利大王

盟主昭感大王

開元威額大王
沖天威信大王

佑精頼感王
関天銀園大王

忠珂威穎大王
普護園公

利済通鐙王

事蹟(82EZZ霊tE隣室長紳名)
①漢末に交j十|太守となり王を稽す②窟威3m中(高耕
が南詔を破った時〉に出現
①唐代宗大麿中に反乱，布蓋大王と呼ばれる ②呉穫
が白藤江で南漢を破った時に夢て、来助

①梁代に自立，越越王と稽す

①梁代に自立，後李南帯と稽す

①周家の始祖
①後漢代に自立②李英宗の時，大皐に雨を呼ぶ
①李太宗Jこ捕われ白書 ②太宗の夢に出る

①李太宗の時y..安を管す ②陳太宗，その紳位を戴い
て占城を攻め成功
①秦始皇に仕える ②唐の安南都謹越畠に夢で主要聞を
設き，高耕が南認を破った時に夢で助順
①李聖宗 ・仁宗朝に活躍

①音の時三世同居②唐の都謹李元喜，李太租などの
夢に現れる
①繋大行に仕える ②李太宗の夢に現れ疑獄を解決
①李太宗の卸{立を助ける
①繋文盛に襲われた李太宗を救う
①越越王に仕える ②奥天策が李障を討った時に夢で
助ける。李常傑が宋を迎え撃つた際には澗所から「南
園山河」の有名な詩を吟ずる穫が聞える
①李南手苦を助ける ②李太租の前に現れ，唐高租，粛
宗，代宗，高餅，呉権，繁大行らが敵を破るのを助け
たと語る
①?  ②陳元塑年聞の元窓の際，帯にお告げを下す
①安陽王の賂②高麟が南詔を卒げた後，夢に現れる

①南園地紙②李聖宗の占城遠征や英宗の新雨を夢で
助ける
①龍度王気之君 ②高耕が羅城〈ハノイ〉を築いた時
現れ，高餅の方術によっても鎮座されず

①銅鼓山神②李太宗が太子時代の占城遠征，太租波
後の王位争いなどにつき，太宗を夢で教える
①天神

①土紳②李太租，その併法護持の撃を開き，書を見
る
①山精。雄王の娘を水精と争う
①藤州土紳 ②否定臥朝の藤州統治時代に盤威をあらわ
す
①土令長②唐の峯州都督李常明の夢に現れる
①海済郡土紳 ②高耕，南詔を討つ際に紳の歎助を求
めたところ撃を聞かせる
①火龍之精②昔，洪升i人の漁師兄弟の夢に現れる

-179一
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ー
チ
ャ

ソ
ニ
ン
高
原
に
住
む
)
が
こ
れ
で
あ
る
、

(

似

)

と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
南
詔
が
盆
澄
H
ラ
オ
族
の
前
身
だ
と
い
う
認
識
の
一
方
で
、

そ
の
粗
先
が
越
佑
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
嘗
時
の
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史

記
述
で
は
、
最
初
の
中
園
式
史
書
と
さ
れ
る

『
大
越
史
記
』
が
越
武
一
帝
か
ら
始
ま
る
な
ど
、
越
位
は
単
な
る
中
園
人
支
配
者
で
は
な
く
ベ
ト
ナ

(

臼

)

(

臼

〉

ム
の
正
統
皇
帝
一
と
さ
れ
て
い
る
。
『
嶺
南
掠
怪
』
南
詔
俸
は
あ
る
種
の
「
ベ

ト
ナ

ム
南
詔
同
租
論
」
を
鐙
現
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
と
す
れ

ば
『
越
旬
幽
霊
集
』
の
記
述
に
、
南
詔
を
神
霊
の
力
に
よ
り
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
か
ら
「
切
り
離
す
」
努
力
の
あ
と
を
見
る
こ
と
も
不

可
能
で
は
な
か
ろ
う
。

一
二
五
二
年
の
モ
ン
ゴ
ル

に
よ
る
征
服
以
降
、
雲
南
は
徐
々
に

「北」

の
世
界
に
組
み
込
ま
れ
て
ゆ
く
c

一
方
タ
イ
バ
ッ
ク

1
チ
ュ
オ
ン

ソ
ン
山
服
方
面
で
の
タ
イ
系
諸
民
族
の
活
動
が
次
第
に
活
溌
化
す
る
。
そ
れ
は
ベ
ト
ナ
ム
年
代
記
に
よ
れ
ば

一

(
似
〉

一
一
五
九
年
に
も
牛
肌

・
京
牢
が
叛
く
。
陳
朝
期
に
タ
イ

し
か
し
質
際
の
歴
史
の
中
で
は

O
四
八
年
の
哀
牢
征
討
、

一
O
六
七
年
の
牛
肌

・
亥
牢
の
朝
貢
な
ど
か
ら
始
ま
り

パ
ッ
ク
の
ダ
l
川

(
浩
江
〉
流
域
や
タ
ィ
ン
ホ
ア

・
ゲ
ア
ン
西
部
の
山
地
で
繰
り
贋
げ
ら
れ
た
京
牢
・
牛
肌
と
の
抗
争
は
有
名
で
あ
る
。

し
て
ベ
ト
ナ
ム
園
家
の
「
西
」
と
言
え
ば
雲
南
で
な
く
ー
ー
も
は
や
員
脳
で
も
な
く

|
lA
イ
パ
ッ
ク

1
チ
ュ

オ
ン
ソ
ン
山
服
方
面
の
タ
イ
系

諸
民
族
と
の
閲
係
を
考
え
て
差
し
支
え
な
い
朕
況
が
、
陳
朝
期
に
は
出
来
上
が
っ
た
と
言
え
る
。

ヤ
」

A
ノ

-180ー

そ
の
後
の

「
西
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

最
近
の
一
連
の
研
究
(
註
(
印
)
)
で
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
の
主
要

な
相
手
と
な
る
タ
イ
系
諸
民
族
は
、

か
つ
て
の
南
詔

・
大
理
勢
力
の
一
定
の

「
中
固
化
」
な
ど
と
は
異
な
り
、
主
に
イ
ン
ド
的
表
現
瞳
系
を
モ

ン
・
ク
メ
l
ル
語
族
な
ど
を
通
じ
て
受
容
し
て
ゆ
く
。
こ
の
新
し
い

「
タ
イ
化
」
の
波
が
、
ベ
ト
ナ

ム
北
部
山
地

1
チ

占
オ
ン
ソ
ン
山
脈

一
帯

を
全
睦
と
し
て
「
非
中
園
的
な
」
世
界
に
境
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
デ
ル
タ
の
住
民
は
徐
々
に
「
中
固
化
」
の
度
合
を
深
め
る
。
こ
こ

に
デ
ル
タ
H
中
図
的
、

山
地
H
非
中
図
的
と
い
う
封
立
が
明
確
化
す
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
デ
ル

タ
と
そ
の
外
縁
と
で
大
差
な
い
生
活
を
お
く

(

臼

〉

「中
固
化
し
た
ベ
ト
」
と
「
タ
イ
化
し
た
ム
オ
ン
」
に
分
化
す
る
過
程
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

っ
て
い
た

「
ベ
ト
H
ム
オ
ン
族
」
が

「西
か
ら
の
脅
威
」
の
中
味
が
「
雲
南
化
」
か
ら

「
タ
イ
化
」

へ
と
愛
じ
た
こ
と
は
、

ベ
ト
ナ
ム
園
家
に
と
っ
て
相
手
を

「
閉
じ
世
界
の
中
の



ラ
イ
バ
ル
」
か
ら
「
別
の
世
界
か
ら
の
侵
略
者
」

へ
と
外
在
化
す
る
数
果
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

四

「
ベ
ト
ナ
ム
型
華
夷
秩
序
」
の
確
立

以
上
の
よ
う
に
濁
立
嘗
初
の
ベ
ト
ナ
ム
の
前
に
は
、

「
東
南
ア
ジ
ア
唯
一
の
中
園
式
園
家
」
と
い
う
後
世
の
委
と
は
か
な
り
遣
っ
た
封
外
開

係
が
展
開
し
て
い
た
。

チ
ャ
ン
パ
l
に
劃
す
る
「
南
進
」
は
ま
だ
本
格
化
せ
ず
、

「
東
南
ア
ジ
ア
的
」
な
「
マ
ン
ダ
ラ
」
同
士
の
関
係
が
績
い

一
方
、
雲
南
園
家
が
消
滅
す
る
か
ベ
ト
ナ
ム
自
身
が
「
中
園
化
」
の
度
合
を
は
る
か
に
強
め
な
い
か
ぎ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
「
唯
ご

の
中
園
式
園
家
を
名
乗
る
こ
と
も
不
可
能
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
「
南
園
意
識
」
の
最
初
の
表
現
と
し
て
有
名
な
一

O
七
六
年
の
李
常
傑
の
詩

「
南
園
山
河
南
一
帝
居
、
裁
然
分
定
在
天
書
、
如
何
逆
虜
来
侵
犯
、
汝
等
行
着
取
敗
虚
」
も
、

園
」
自
身
が
い
か
な
る
園
家
で
あ
る
の
か
は
表
現
で
き
な
か
っ
た
。

て
い
た
。

「
北
か
ら
の
濁
立
」
は
主
張
で
き
て
も
そ
の
「
南

だ
が
、
十
四
世
紀
に
は
賦
況
が
遣
っ
て
き
た
。

「南」

へ
の
匪
力
の
強
ま
り
、

「
西
」
と
の
劉
立
の
明
確
化
と
卒
行
し
て
、

そ
れ
ら
と
の
閲

-181ー

係
の
性
格
を
は
っ
き
り
規
定
す
る
努
力
が
始
ま
る
。
そ
れ
は
一
方
で

周
溢
諸
民
族
の
「
外
在
化
」
、
他
方
で
は
個
々
の
劃
外
交
渉
に
お
け
る
相
手
園
の
層
圏
扱
い
に
と
ど
ま
ら
ぬ
、

君
臨
す
る
と
い
う
態
度
の
形
成
な
ど
の
形
を
と
る
。

「
占
・
牢
等
園
語
に
倣
う
」
こ
と
の
禁
止
(
本
稿
一
六
八
頁
)
を
、
通
じ
て
の

ベ
ト
ナ
ム
が

「
諸
蟹
」
全
瞳
に

後
者
の
最
初
の
例
は
管
見
の
限
り
、
一
三
三
四
年
に
陳
明
宗
上
皇
が
京
牢
を
親
征
し
た
際
に
、
父
安
の
嚢
陽
豚
に
残
し
た
「
磨
崖
紀
功
碑
」

で
あ
る
。
『
欽
定
越
史
逼
鑑
綱
目
』
正
編
九
陳
憲
宗
開
枯
六
年
僚
に
引
く
同
碑
は
、
上
皇
の
親
征
の
際
に
「
占
城
闘
世
子
、
員
鵬
園
遅
園
及

び
轡
曾
道
臣
笑
・
禽
車
動
、
新
附
杯
盆
鐙
曾
遁
襲
、
車
蟹
諸
部
」
が
各
々
方
物
を
奉
じ
、
「
先
を
争
っ
て
来
見
し
た
」
と
主
張
す
る
。
そ
の
員

儒
を
確
か
め
る
す
べ
は
な
い
が
、
嘗
時
の
「
南
進
」
や
「
西
方
闘
奥
」
が
イ
ン
ド
シ
ナ
諸
地
域
へ
の
知
識
を
贋
げ
た
こ
と
が
、

ハ
は
山
)

の
強
化
と
相
ま
っ
て
「
諸
費
圏
に
君
臨
す
る
」
雄
大
な
護
想
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

「
華
夷
意
識
」

487 

「
中
華
一
帝
一
園
」
に
と
っ
て
「
諸
鐙
に
君
臨
す
る
」

「
華
夷
秩
序
」
が
不
可
歓
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
態
度
・
護
想
が
明
確
に
形
成



488 

さ
れ
、

八
年
の
「
卒
呉
大
詰
」
は
、

し
か
も
最
大
の
相
手
チ
ャ
ン

パ
!
と
の
聞
に
つ
い
て
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
力
関
係
が
賀
現
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

四

「
南
の
も
う
一
つ
の
中
華
」
と
い
う
形
で
「
南
園
」

の
定
義
づ
け
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
よ
う
。

(
m
む

こ
こ
で
も
十
四
世
紀
が
「
ベ
ト
ナ
ム
史
の
分
水
嶺
」
で
あ
っ
た
。

そ
の
理
念
が
ま
す
ま
す
ふ
く
ら
む
。

賢
三
年
傑
〉

に
「
爪
睦

・
遅
羅

・
三
併
斉
・
占
城
・
繭
刺
加
等
園
航
海
修
貢
す
」
と
豪
語
し
、

(
回
)

を
定
め
て
占
城

・
老
樋

・
這
羅

・
爪
睦
・
満
刺
加
等
を
朝
貢
固
と
規
定
す
る
(
同
書
一
一
一
一

一
四
七
一

年
の
チ
ャ
ン
パ

l
遠
征
、

十
五
世
紀
の
繋
朝
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、

に
君
臨
す
る
意
識
が
強
ま
っ
て
ゆ
く
。

一
四
四
二
年
に
太
宗
が
渡
し
た
際
の
論
賛
ハ
『
全
書
』
本
紀

太

一
四
八
五
年
に
は

「
諸
藩
使
臣
朝
貢
京
園
令
」

察
聖
宗
洪
徳
十
六
年
十
一
月
僚
〉
な
ど
、

東
南
ア
ジ
ア

一
四
七
九
年
の
ラ
オ
ス
遠
征
の
成
功
は
、

そ
の
一
定
の
貫
瞳
化
に

て胃も、

も
寄
興
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
も
、
封
等
な
い
し
よ
り
強
力
な
園
家
の
出
現
に
よ
っ
て

「
華
夷
秩
序
」
の
貫
態
が
暴
露
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ

イ
ン
ド
シ
ナ
レ
ベ
ル
で
覇
を
競
い
う
る
ベ
ト
ナ
ム
の
地
位
と
、
封
外
関
係
の
原
理
と
し
て
の
「
華
夷
意
識
」
の
枠
組
が
崩
れ
る
こ
と
は

も
は
や
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

註
(

1

)

英
語
で
言
う

ω
E
N
E
S
な
い
し

ω
E
E
S氏
自
の
こ
と
。
本
稿

で
は
こ
れ
に
釘
隠
す
る
語
と
し
て

「漢
化
」
を
使
わ
ず
す
べ
て
「
中
園

化
」
と
す
る
が
、
そ
の
理
由
は
前
近
代
の
、
特
に
周
遊
園
家
の
側
に
と

っ
て
商
者
を
区
別
す
る
の
は
難
し
い
た
め
と
、
お
な
じ
み
「
イ
ソ
ド

化
」
の
針
概
念
と
し
て
使
用
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
「
中
園
文
化
の

摘
取
」
な
ど
と
せ
ず
、
ベ
ト
ナ
ム
人
に
は
「
植
民
地
史
観
」
と
怒
ら
れ

そ
う
な
「
中
園
化
」
の
概
念
を
用
い
る
の
は
、
筆
者
が
「
民
族
」
の
主

慢
性
の
現
れ
方
さ
え
を
も
規
定
す
る

「地
域
世
界
」
の
あ
り
方
、
そ
こ

に
働
く
カ
を
重
視
す
る
か
ら
で
あ
る
。

-182ー

(

2

)

本
稿
で
も
慣
例
に
従
い
、
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
領
全
笹
の
歴
史
で
な

く
、
そ
の
形
成
の
主
鐙
と
な
っ
た
集
闘
の
支
配
地
域
の
歴
史
を
ベ

ト
ナ

ム
史
と
呼
び
、
そ
の
集
闘
の
中
核
を
な
す
人
々
を
ベ
ト
ナ
ム
人
と
呼

ぶ。

(
3
)

古
田
元
夫
『
ベ

ト
ナ
ム
人
共
産
主
義
者
の
民
族
政
策
史
||
革
命
の

中
の
エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
||
』

大
月
書
広
、
一
九
九
一
年
、
五

O
頁
。
な

お
祉
舎
主
義
ベ
ト
ナ
ム
で
の
「
民
族
起
源
問
題
L

お
よ
び
「
民
族
形
成

問
題
」
の
論
争
史
に
つ
い
て
は

司
r
s
z
ミ

Z-
。zo
n
r
o
ご
E
o

ふ
孟
ロ
島
市

v
g
聞こ
E
ロ
V
Bロ
件
。
ロ
〈
吾

Zω
自
・
~
く
の
』
い
匂
(
弓
h
』

v
t
h
司
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ィ
ン
・
コ
イ
の
ベ
ト
ナ
ム
遜
史
で
あ
る
。
例
え
ば
阪
朝
が
元
冠
を
脚
早
退

し
た
後
に
元
へ
の
朝
貢
を
再
開
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
彼

は
、
元
と
の
園
力
の
差
と
い
う
常
識
的
な
理
由
に
加
え
て
わ
ざ
わ
ざ

ー
ー
そ
の
前
後
で
元
と
戦
う
た
め
の

チ
ャ

ンパ

!
と
の
協
力
関
係
に
言

及
し
て
お
き
な
が
ら
|
|
ベ
ト
ナ
ム
が
「
孤
立
し
て
お
り
、
同
盟
国
も

な
か
っ
た
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
(
前
掲

F
P
寸
『
吉
『
同
F
D
F
(
5
・

司
-
H
∞JF
〈凶)
・目
u

・]「
∞申
・)。

(

9

)

チ
ャ
ン
パ

!
と
戦
う
必
然
性

・
宿
命
性
が
語
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
「
中
固
化
さ
れ
た
」
ベ
ト
ナ
ム
と
「
イ
ン
ド
化
さ
れ
た
」
チ

ャ

ン
パ
!
の
不
可
避
の
針
決
(
前
掲
の
8
門戸
含

(
3・
5
2・
u
・
8
・
)
、
受

方
の
人
口
過
剰
と
土
地
不
足
(
後
述
)
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
前
者
は

中
図
的
国
家
イ
コ

ー
ル
軍
事
膨
張
と
い
う
単
純
な
見
方

2
8品
宮

(
3
・

5
E
-
3・ロ
i
芯
・)
と
後
者
の
説
|
|
そ
し
て
祉
曾
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ

ム
的
常
識
?
|
|
以
外
に
衝
突
の
不
可
避
性
の
根
崎
躍
を
も
た
ず
、
後
者

は
後
述
の
通
り
質
詮
に
た
え
な
い
。
そ
の
他
ど
の
木
に
も
、
ベ
ト
ナ
ム

の
「
中
園
化
」
な
い
し
「
中
図
式
園
家
鐙
制
」
が
チ
ャ
ン
パ

ー
や
カ
ン

ボ
ジ
ア
を
盤
倒
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
書
い
て
あ
る
が
、
そ
れ
ら

は
ほ
と
ん
ど
園
家
・
民
族
の
興
亡
を
論
じ
て
い
る
だ
け
で
、
制
到
外
関
係

の
意
味
や
許
債
を
考
え
て
は
い
な
い
。

(
叩
)
社
合
主
義
ベ
ト
ナ
ム
で
は
研
究
議
積
が
乏
し
い
中
で
も
、
後
述
の
遁

り
皐
純
な
弱
肉
強
食
論
や
「
南
進
」
賀
美
を
批
剣
す
る
が
、
事
賞
認
識

と
し
て
は
や
は
り
、
一

O
六
九
年
以
降
を
チ

ャ
ン
パ

l
の「
滅
亡
過
程
」

(
叶
同
町
ロ

O
ロ
臥
円
〈
F
H
a
ロ
mzbw
〈
仙
口
叶

mmp
ト
T
F
師、
町、H
h

、
九
也

、
M
H

。
共
同

』
宮
町
、
"
て
民
ミ
ミ
aヨ
・
芯
目
u
T
Z
ι
w
Z
Av-
-
Z
H
r
。
↑
宮
内
同
恒
n
・
5
8二円-

u
E・
)
と
す
る
よ
う
な
見
方
を
共
有
し
て

い
る
。

(
U
)

セ
デ
ス
の
中
園
化
・
イ
ン
ド
化
針
決
論
よ
り
進
ん
だ
形
で
ベ
ト
ナ
ム

の
「
南
」
と
の
関
係
に
高
い
位
置
づ
け
を
輿
え
た
も
の
に
、
「
南
進
」

と
封
中
抵
抗
を
、
有
機
的
に
関
連
し
た
ベ
ト
ナ
ム
史
の
二
大
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
と
す
る
鮮
井
善
明
氏
の
設
が
あ
る

(『近
代
ヴ

ェ
ト
ナ

ム
政
治
社

品
目
史
』
東
京
大
翠
出
版
曾
、
一
九
九
一
年
、
七

l
八
頁
)
。
衣
節
で
述
べ

る
通
り
封
中
関
係
と
の
連
動
性
、
針
東
南
ア
ジ
ア
関
係
の
高
い
位
置
づ

け
に
は
筆
者
も
賛
成
だ
が
、
十
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
ま
で
の
「
南
」
と

の
関
係
全
践
を
「
南
進
」
で
代
表
さ
せ
る
の
は
、
十
五
世
紀
以
降
に
偏

っ
た
親
黙
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

(
ロ
)
以
下
の
地
名
や
事
件
に
つ
い
て
は
特
記
し
な
い
限
り
、
註
(
5
)
J

ハ
7
)
の
G
・マ

ス
ベ
ロ
、
レ

l
-
タ
ィ
ン

・
コ
イ
、
セ
デ
ス
の
各
文

献、

玄
官
官

E
・
E
-
C
)
(N)
"
前
掲
拙
稿

@
J④
な
ど
に
よ
る
。

(
日
)
察
桓
の
遠
征
後
の
混
飢
を
経
て
、
西
盾

一
千
年
頃
か
ら
チ
ャ
ン
パ

l

の
「
首
都
」
は
南
方
の
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
に
落
ち
着
く
。
そ
の
理
由
は
ベ
ト
ナ

ム
の
堅
力
を
避
け
る
た
め
と
ど
の
本
に
も
書
い
て
あ
る
が
、
嘗
-
初
の
理

由
が
そ
の
通
り
だ
っ
た
と
し
て
も
、
替
都
イ
ン
ド
ラ
プ
ラ
(
『
諸
蕃
士
山
』

や
『
元
史
』
の
替
州
〉
の
方
も
十
四
世
紀
ま
で
勢
力
を
維
持
し
・
て
い

る
。
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
の
地
位
が
保
た
れ
た
の
は
、
蛍
時
の
園
際
一
商
品
沈
香

な
ど
を
産
す
る
中
部
高
原
・
メ

コ
ン
水
系
の
後
背
地
と
の
結
び
つ
き
を

強
め
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
石
井
米
雄

・
桜
井
由
弟
雄
『
東
南
ア
ジ

ア
世
界
の
形
成
』
講
談
社
、

一
九
八
五
年
、
一
一
一
六
1

一
一
一
七
頁
、
遠

藤
正
之
「
占
城
期
チ
ャ
ン
パ
王
園
の
構
造
お
よ
び
統
合
要
素
に
関
す
る

一
考
察
」
一
九
九
0
年
度
上
智
大
摩
文
製
部
卒
業
論
文
、
三
、
一
七

l

一
八
頁
な
ど
参
照
。

ハ
M
)

そ
の
前
に
「
命
輔
園
奥
士
安
率
三
高
人
、
開
陸
路
自
南
界
至
地
哩
」

-184-
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(
『
全
書
』
本
紀
一
髪
大
行
輿
統
四
〈
九
九
二
〉
年
秋
八
月
)
と
い
う

記
事
が
あ
る
が
、
結
果
の
ほ
ど
は
わ
か
ら
な
い
。

(日
)

Z
m
ロ
可
制
口
、
H，
vm山
〉
ロ
Y
H
k
o
Z
曲
目
吋
広口

仏画ロ回

-
2
芯阿件
。臼

izロ
ω
自昂ロ臼・

h
a
¥、
。
認
た
む
・2
A
R

て
R
S
h
N
司
H・同
E
r
t
b
回目。

E

Z
念
5
2
5ロ
品
。
司
.
∞
.
F
曲同
o
p
p
H
J
E
P
-
-
国
民
自
己
S
F
S∞由・

司・
H
MM
・

(
日
)
古
田
前
掲
室
一回
、
五
二
頁
。

(
口
)
新
江
利
彦
「
チ
ャ
ン
パ
1
亡
園
の
年
代
に
つ
い
て

」

『
白
山
史
拳
』

二
七
、
一

九
九
一
年
、
五
五
|
五
六
頁
。

(
四
)
『
全
書
』
本
紀
三
李
一
洞
宗
天
順
五
年
秋
七
月
「
占
城
園
人
具
般
等

逃
蹄
其
圏
、
至
日
麗
、
薬
人
執
迭
京
師
凡
な
お
一
二
二
五
年
頃
成
立

し
た
宋
の
越
汝
這
の
『
諸
蕃
士
山
』
(
各
上
士
山
園
占
城
〉
は
占
城
の

属
図
と
し
て
烏
麗
(
二
ニ

O
六
年
の
烏
里
か
)
・
日
麗
の
名
を
摩
げ
る
。

(
印
)
前
掲
拙
稿
③
、
四

O
六
|
四
O
七
頁
。

(
鈎
)
前
鍋
去
官
官
。
E
・
E
・
(
印
)
凶
前
掲
拙
稿
⑤
、
二
三
四
頁
。

(幻
)

G
・
マ
ス
ベ
ロ
の
チ
ャ
ン
パ

1
通
史
(
註
(

5

)

〉
は
一
三

O
七
|
九

O
年
に
つ
い
て
述
べ
た
章
を
ぐ
右
0

1

0

(

紹
頂
)
と
題
し
た
。
セ
デ
ス

は
「
ベ
ト
ナ
ム
一
貫
南
進
設
」
の
立
場
か
ら
こ
れ
を
批
剣
し
、
制
蓬
義
の

反
攻
を
落
自
の
最
後
の
輝
き
と
決
め
つ
け
た
が
(
前
掲
、
の
自
ι冊目
(
N
)
-

SAX-MM-b叶
・
〉
二
人
と
も
雨
闘
の
祉
舎
設
展
な
ど
を
考
慮
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
皐
な
る
力
関
係
だ
け
で
論
ず
る
な
ら
G
-
マ
ス
ベ
ロ

の
表
現
も
あ
な
が
ち
誤
り
と
は
言
え
ま
い
。

ハ
幻
)
表
ー
の
よ
う
に

一一一一九一

年
に
早
速
、
化
州
か
ら
「
占
城
地
方
」
ま

で
菅
平
を
途
り
、
化
州
は
最
終
的
に
ベ
ト
ナ
ム
側
に
つ
い
た
ら
し
い
。

一

四
O
二
年
に
は
「
占
洞
・
古
盆
洞
」
(
現
ク
ア
ン
ナ
ム
ダ
ナ
ン

-
P
ア

γ
ガ
イ
南
省
〉
を
奪
っ
て
升
筆
思
義
四
州
と
し
た
。
一

四
O
三
年
に
は

よ
り
南
方
「
遁
羅
界
」
ま
で
の
「
板
達
郎
・
黒
白
及
沙
離
牙
等
の
地
を

分
っ
て
州
厭
と
な
さ
ん
と
し
て
」
完
全
書
』
本
紀
八
胡
漢
蒼
関
大
元

年
僚
)
首
都
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
を
箇
ん
だ
が
落
と
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。
板

逮
郎
は
明
ら
か
に
、
チ
ャ
ン
パ

1
図
家
を
構
成
す
る
主
要
地
方
勢
力
中

の
最
南
端
に
位
置
し
た

3
1己
包
官
ハ
現
ニ
ン
ト
ゥ
ア
ン
、
ピ
ン
ト

ヮ
ア
ン
方
面
)
を
指
す
。
も
っ
と
も
明
の
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
時
に
チ
ャ
ン

パ
l
は
升
筆
恩
義
四
州
を
奪
回
し
た
ら
し
く
(
山
本
達
郎
『
安
南
史
研

究

I
』
山
川
出
版
社
、

一
九
五

O
年
、
五
七
八
|
五
七
九
頁
)
、
家
朝

初
期
に
は
化
州
が
た
び
た
び
チ
ャ
ン
パ

l
の
攻
撃
を
受
け
る
。

(m)
『
全
書
』
『
史
略
』
を
封
照
す
る
と
、
占
城
の
朝
貢
の
記
録
は
前
数

朝
期
(
九
八

O
l
一
O
O九
)
に
一
回
、
李
朝
期
に
五
六
回
程
度
で
あ

る
。
ま
た

『
全
書
』
に
見
え
る
陳
朝
・
胡
朝
期
の
朝
貢
一
は
一
八
回
、
十

五
世
紀
繁
朝
の
そ
れ
は
八
回
で
あ
る
(
亡
命
は
除
く
)
。

(
M
)

片
倉
秘
「
ベ
ト
ナ
ム
・
中
園
の
初
期
外
交
関
係
に
関
す
る

一
問
題
」

『
東
方
皐
』
四
四
、
一
九
七
二
年
、
一

O
一
頁
。

(
お
)
「
農
民
の
南
進
」
は
前
掲

円、
伽
吋

E
ロ
r
穴
g
-
(
H
)

・司
-
H凸

ω
・(
N

)

・

3
・5
N
1
5
ω
"
(
U
F
O臼

5
2
H
・』.。

s円、NF
ミ
E
ぉ

b

h

旬、に
M
H
ミ
ミ

札

AN
Na
き
HHN
。ぉ
d
な
H
S
Q遣
に
誌
WEN-HνE-戸
F
H川《r
t
o
ロ臼

ω
o巳
mw-opH
由印印・

同y
u
N
-

の
8
《序回

(
N
)
-
H
由
E-HU・品
N
叶
・
な
ど
フ
ラ
ン
ス
系
の
研
究
者
に

一
般
的
な
考
え
の
よ
う
で
あ
る
。
初
期
の
「
南
進
」
の
閲
歎
性
を
設
く

グ
エ
ン
・
テ
l

・
ア
ィ
ン
(
註
(
日
〉
〉
も
、
十
世
紀
か
ら
一
貫
し
て
北

部
デ
ル
タ
の
人
口
慶
が
高
か
っ
た
と
い
う
設
を
踏
制
捜
し
て
い
る
。

(
お
)
襖
井
由
拐
雄
「
ベ

ト
ナ

ム
紅
河
デ
ル
タ
の
開
拓
史
」
渡
部
忠
世
責
任

編
集
『
絡
の
ア
ジ
ア
史
2
』
、
小
皐
館
、
一
九
八
七
年
、
同
『
ベ
ト
ナ

phu
 

n白



小
3
σ、可4

-
4
~
機
Q
首
ミ
台
芸
』
石
室
料
;
出
，
1-
民
く
や
叶
'
同
.
-
¥
J
綱
必
:
ヘ
j。

O
~
)
 
j
~
~
雲
健
@
'
11
川
11
¥mt;。

(m 
士
領
書
草

~
'
(
ι
4
、

-4
Q
幽
長

{AJf.H<(ト'.\ト\一-
j
豆
田

4三
膿
一
一
』
主
主

ヨ
純
国
，
1
・
点
中
平
社
十
，
1く
干
ぞ
み
1千ミ
くo
¥mt;'

:lζ
~
箆
・
引
日
馳
陸

r'(
ム
ト
4
話芸長
{J
ト
ら
ト
・
ト
ト
ロ
4ミ
$
駅
伝
鍵
1
"
(
ム
ト
-
4
..Lj
JJ 

~
~
型
;
起
，
1
‘民主]ム
J叶
'
主
]
干
で
く
田
岡
。

(
m
 
最
長
容
器
出
展
(
Q
~
話
)

は
お
き
と
子
。
主
話
機
喜
E

-t--~ミ
If
'
-
一
弘
側
烈
Q
酎
但

会
J:
k
~
理
ほ
ど
'
十
同
全
l
æ
~

fl:十
Q
\
ト
や

λ-L
園

j総
Q
~
生
組
誕
百

II話
機
場

i

怨':Q鍛嬰，...).¥.2
;
)
A
J
A
J
'
'
(
ム
ト
イ
，
EC揺

Q
~
司
~
Q
1
巡
回
以
必
:
人
n
l
~

づ2

.\.2'~ 
(
;
W
(
罰
〕
倫
理
iY
*
キ
I!ll
Q
I怪
矧
」
ど
お
，
.
.
.
)
>
0
十
同
~
十
〈
卓
l

足
Q
;
)
心
千
)
~
0
'

長年寄選出窓辺土~1IlE特京商';;ミ~Í'.\.2
A
J
~

ム^~1IlE

者\'iA
J
Q
似
田
陣
営
~
ム

ν~.;.!
。
制
.
\
.
2
~
益
事
苦
~
特
有
吉
ヨ
幸
雪
国
:
{
_
Q
心
4
当
~
~

，...)^~.\.2-íミャ9
，...)~.f.ヨム。時)~叫

0
.，@i!塁審・様El!li'j~

喪
主
」
図
版
:
H
i
銀

特
・
キ
4EZj
晦
料
品
糊
14
:Hi
II N~蛍，...).\.2溺Q

キ
手
話

1ト
士
気
聖
誕
~t-'

Q
-
<

ロ
響
→
十

4裂
票
余
士
己
'
:
R
_
'
玉
三
書
官
必

J4
J
u
お
「
首
長
以
~
軍
隊
総
」
以
斗
崎
製

翼団会
i長
官
組
A
J
，...)'

ム4心
話
R~霊感~:Hit-'

~
当
鰭
拠
。
制
~
ム
主
言
葉

4ぎ
る

興
調
理
制
1
~員士己守1;キJ.

;
.
2
一
一
同
事
lrn14Q

r毛
巡
回
f誕語l!l

Q~回
判
」
お

吋
p
r謡
言
実
体
司
置
J
(
j
煎
耗
謹
「
暴
言
総
l
平
一
1
<
車
l
a
J
1策
特
・

制
14
T
<
保
理
喜
『
巴
*
製
艇
長
〈
同
製躍[1;
i起
領
Q
1'長十オ
ロ
-
2
3
卓
l
a
.JJ

拠
華
道
抑
~
'
1-
只
<
<
叶
，

111同
一

111平
岡
'
~
機
巡

r+<霊
感

1
・
〈

ロ
・
4
豊
富
製
鉱
」
区
制
ill~~'

必
:
久
J)
A
Jま
ミ
揮
官
濯
兵
一
-
.
，
@
Q
A
J制

剤
笠
神
!
，
A~

l'(l。

(
宕
)

lH田
線
・
官
製
織

II
や
~
ν
T
r
à
n
Q
u
6
c
 
V
uぴ
n
g
-
H
註
V
a
n
 T
a'n
，
 

s
a
c
h
 d
a
 d
a
n
 
tr.304. 
Dl:?::l!ii斜面il-

.
縦
濯

II
や
~
ν
P
h
a
n
D
a
n
g
 

N
h
事
t，
S
Ij 
g
草
n
b
o
 
V
i
号
t
C
h
a
m
 q
u
a
 
m
<，?t
 s6 
truy
号
n
d
a
n
 

gian，
 T
 Clp
 chi 
V
 an
 h9C，
 s6 
5
-
1
9
7
6
.
 
L
e
 V
a
n
 H
a
o，
 Ti
m
 

hieu 
q
u
a
n
 h
号
giao
1
 
u
u
 v
a
n
 h
o
a
 V
i
号
t
.
C
h
a
m
q
u
a
 k
h
o
 tang 

v
a
n
 n
g
h
号
d
a
n
gian 
c
u
a
 
n
g
u
o
i
 
V
i
号
t
v
a
 
m
g
u
δ
i
:
 C
h
a
m，
 

T
Clρ
chi 
D
a
n
 t{)c 
h9C，
 s6 
1
-
1
9
7
9
.
 
糊盟理ゃく士己

II
C¥ 
~
 i-' 
L
e
 

V
a
n
 H
ao ，
 Qu
a
 trI
n
h
 
h
o
a
 
h
Q'p
 v
a
 
g
a
n
 
b
o
 
Vi~t 
N
a
m
-

C
h
a
m
-
p
a
 
trong 
lich 
Sl( 
d
a
n
 
t
<，?c，
 N
C
L
S
 s6 
189
，
 1979. 

N
g
u
y
e
n
 D
u
y
 H
i
n
h，
 Th
u
 b
主
n
v
e
 
q
u
a
n
 
h
~
 
V
i
~
t
-
C
h
à
m
 

trong 
lich SU
，
 T
Clp
 chi D
a
n
 t{)c 
h9C
，
 s6 
2
-
1
9
8
0
.
 
.f.さ入
J
$

謹{。

(民〉
長
*
畏
惇
蜜
Qt星

陵
~
~
億
総
幸
望
感
朝
合
.
J
J
ll
.，@ 
r図
〈
憎
悪
生
縦
割
〈
・

ム
ヨ
・
廿
・
停
留
.
@
皇
室
~
~
程
菌
根
目
当
E重
量
再
三
極
圏
主
主

J
AJ.ユ

ゎ
同
怖
'
:
Q
~

l'(l。

(
~
)
 

~4t1欄~
Q
総ヤ〈士
:!:Q

J
1
司
〉
ム
~
'
.
.
>
J
髭
露
経
凶

QI11In晴åAJ
世トE塁

審

:記事I1!lQ
~
路
付
Q
司「争"'f'-'

き若心
II
吋
l
'
(
l
幽
長
{
遅
過
昨
鍵
f長
Q
暗唱
t長
必

入
j
'
~
'
か
村
え
々
~
-
t¥ぽ
Q
1
 j鰻
Q
縦
型
悪
Q
-fトt-'縮:....l心~ì-'ム向。

W
 olters，
 O.
 W
.
 
(1)
“
L
e
 
V
a
n
 H
u
u
'
s
 
T
r
e
a
t
m
e
n
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a
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T
o
n
'
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R
e
i
g
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1
1
2
7
-
1
1
3
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C. D
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o
w
a
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n
d
 

O. W
.
 Wo
l
t
e
r
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Southeast

A
s
i
a
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H
i
s
t
o
r
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a
n
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H
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s
t
o
r
i
o
g
r
a
p
h
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U
n
i
v
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a
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e
a
d
i
n
g
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1
2
9
3
-
1
3
5
7
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V
i
e
t
n
a
m
e
s
e
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n
n
a
l
s
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D
a
v
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d
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a
r
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n
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i
l
n
e
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A
s
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the 
9
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to 
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m
b
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Southeast 

A
s
i
a
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p
o
F
ω
ロ
〈
広
伸

ω宮
古
臼
タ
z
n
w
d
〈
回
ω〈。ロ・

JP-ゅ
の
O

三
宮
内

2

F
Z自
己

FOE-sι
〉
B
曲
ω
Z任。
P
H
U
g
-
な
ど
参
照
。

(
お
)
『
全
書
』
本
紀
五
陳
太
宗
建
中
五
年
ハ
一
二
二
九
)
僚
は
、
李
朝

末
大
飢
の
際
の
陳
氏
の
ラ
イ
バ
ル
だ
っ
た
庇
搬
の
死
を
俸
え
る
。
李
末

大
飢
に
つ
い
て
の
記
述
の
よ
り
詳
細
な
『
史
略
』
は
彼
の
死
を
建
嘉
九

年
(
=
二
九
)
僚
に
繋
げ
る
か
ら
、
『
全
書
』
の
こ
の
記
事
に
は
疑

問
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
中
に
「
臨
時
下
溶
腕
雷
縞
飛
馬
逃
去
、
不
知
所

之
。
臓
雷
占
城
人
、
制
押
貿
亥
牢
、
搬
枚
篤
奴
、
料
敵
制
勝
、
用
丘
一
如

一
柳
」
と
あ
る
(
『
史
略
』
に
は
こ
の
記
事
な
し
)
。
こ
れ
な
ど
も
「
誰
に

で
も
つ
く
し
誰
で
も
受
け
入
れ
る
」
関
係
を
示
す
と
言
え
る
。

(
剖
)
古
田
元
夫
「
ベ
ト
ナ
ム
人
の
「
西
方
関
奥
」
の
史
的
考
察
」
土
屋
健

治
・
白
石
降
編
『
東
南
ア
ジ
ア
の
政
治
と
文
化
』
東
京
大
皐
出
版
舎
、

一
九
八
四
年
、
五
頁
。

(
お
)
考
設
は
前
掲
玄

g
司
2
0・
戸

(
3・
3
・N
由

|ω0・

ハ
お
)
李
陳
朝
の
タ
ィ
ン
ホ
ア
、
ゲ
ア

γ
・
ハ
テ
ィ
ン
支
配
の
努
力
に
つ
レ

て
は
前
掲
拙
稿
①
、
一

O
一ーー一

O
二
頁
、
同
@
、
二
六

O
、
二
六
三

頁
な
ど
参
照
。

(
幻
)
通
設
で
は
狭
小
な
海
岸
卒
野
し
か
も
た
な
い
チ
ャ
ン
パ
ー
が
盤
か
な

北
部
ベ
ト
ナ
ム
の
卒
野
を
狙
っ
た
こ
と
(
だ
が
所
詮
、
北
部
の
大
人
口

に
は
か
な
わ
な
い
と
さ
れ
る
)
、
チ
ャ
ム
人
の
海
洋
民
と
し
て
の
劉
揮

な
性
格
な
ど
が
ベ
ト
ナ
ム
攻
撃
の
理
由
と
し
て
設
か
れ
る
が
、
い
ず
れ

も
中
園
・
ベ
ト
ナ
ム
史
料
の
鵜
飲
み
と
現
代
の
常
識
の
結
合
に
す
ぎ
な

い
。
こ
れ
に
劃
し
て
後
述
の
「
マ
ン
ダ
ラ
」
論
は
嘗
然
チ
ャ
ン
パ
ー
を

も
そ
の
封
象
と
し
て
お
り
(
出
回
開

E
P
。
f
叫

dFぬ

b
z
F
Q
S
E
h
-
-

ミ
』
h
s
S
E
ミ
P
R
H
F内
a
b
a
-
P
B
r
E
m
o
C
2
4・
p
o
p

H
u
g
-
E白
m
g
Z
5・
河
・
・
ロ
ミ
N
2
。¥
h
s
h
h
-
U
2
e
m
n
z
h
r

P
2
5
8・
M
り

2
2
?』
r
z
g
t
g回・

5
3・
な
ど
参
照
)
、
「
マ
ン
ダ

ラ
」
論
に
も
と
づ
く
遠
藤
前
掲
論
文
は
、
チ
ャ
ン
パ

l
北
部
の
地
方
勢

力
に
よ
る
、
労
働
カ
の
掠
奪
や
貿
易
の
主
導
権
型
得
の
た
め
の
攻
撃
を

針
ベ
ト
ナ
ム
攻
撃
の
中
心
と
見
る
。

(お

)
Z
m
5弘
山
戸
吋
rh川
〉
ロ
r・・。、
-ch・-唱
-HNH・

(
ぬ
)
、
H
，

a-2・
戸
当
・

¥
-
E
P
0
2司
自
品
円
、
。
岡
山
昨
日
目
白
円
可

5
5
r

。
。
ロ
苫
門
司
〈
芯
同
ロ
曲
目
J
E
句。
NhhFghHh同
E
宮

HF内
唱

HV
芯
』
凪

HF

n
2
H
Rミ
2

3
・5
N
I
H
S
-

ハ的制〉

O
E
U
z
u、
〉
国
}
r
h凡町、ザ

的色、

ヨ

ミ

ミ

RHR
宮
司

F

S
戸窓口
m--

国
酔

z
o
-
-
Z
H
r
u内
hw
可
門
主
ロ
m-
呂
田
二
『
-HN印
・
な
ど
が
こ
の
翻
貼
を

強
調
す
る
。

(
打
出
)
古
田
註
(
鈍
)
論
文
、
四
頁
。
な
お
「
北
」
と
そ
の
他
の
方
角
の
脅
威

の
連
動
性
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
元
憲
撃
退
の
直
後
に
陳
仁
宗
が
亥
牢

親
征
を
企
て
た
際
の
「
朝
臣
諌
日
、
胡
虜
初
退
、
癒
羨
未
定
、
査
可
興

丘
ハ
。
一
帝
日
、
紙
可
以
此
時
出
兵
耳
。
夫
虜
退
後
、
三
境
必
謂
我
士
馬
物

故
、
勢
不
能
振
、
賂
有
内
侮
、
故
大
器
以
示
威
」
(
『
全
書
』
本
紀
五

重
輿
六
年
春
二
月
篠
)
と
い
う
記
録
か
ら
も
窺
わ
れ
よ
う
。
駒
常
桓
が
九

八
一
年
に
中
園
軍
を
撃
退
し
た
翌
年
に
チ
ャ
ン
パ

l
出
兵
を
行
っ
た
の

も
同
じ
愛
想
で
は
な
い
か
。

(
州
出
)
院
朝
に
つ
い
て
は
、
当

S
E
r
-
屯
-E-
の
他
、
坪
井
善
明
「
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
院
朝
(
一
八

O
二
|
一
九
四
五
〉
の
世
界
翻
」

『
園
家
皐
曾

雑
誌
』
九
六
|
九
・
一

O
、
一
九
八
三
年
が
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
つ
い

て
は
古
田
前
掲
書
五
五
|
六
二
頁
な
ど
の
概
論
を
見
る
程
度
で
あ
る
。

ハ
必
)
『
宋
曾
要
輯
稿
』
蕃
夷
四
交
祉
鼎
寧
二
(
一

O
六
九
)
年
二
月
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八
日
僚
に
「
南
卒
王
李
日
傘
上
言
、
占
城
園
久
閥
貢
奉
、
臣
親
率
兵
討

之
、
虜
占
城
王
。
降
詔
答
之
」
と
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム

が
自
ら
の
「
筆
夷

秩
序
」
を
中
園
に
誇
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

(
必
)
た
だ
し
そ
の
後
、
木
賞
の
「
南
進
」
つ
ま
り
「
華
」
の
不
断
の
膨
張

-

1

フ
ラ
ン
ス
人
や
ベ
ト
ナ
ム
人
が
こ
れ
ぞ
中
華
一
帝
闘
の
本
質
と
考
え

る
も
の
1
1
1
に
よ
っ
て
チ
ャ
ン
パ

l
園
家
は
消
滅
さ
せ
ら
れ
、
よ
り
遠

方
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ラ
オ
ス
な
ど
に
新
た
な
「
夷
」
が
求
め
ら
れ
る
。

際
限
な
い
人
口
座
を
生
む
よ
う
な
祉
舎
を
築
い
て
は
じ
め
て
「
華
夷
秩

序
」
に
ふ
さ
わ
し
い
力
関
係
が
質
現
し
え
た
と
考
え
れ
ば
、
結
局
チ
ャ

ンパ

I
の
滅
亡
は
十
四
世
紀
に
運
命
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が

そ
れ
に
し
て
も
、
一
四
七
一
年
に
獲
得
し
た
ク
ア
ン
ナ
ム
ダ
ナ
ン
以
南

の
地
域
が
質
際
に
ベ
ト
ナ
ム
農
民
に
よ
っ
て
埋
め
議
さ
れ
る
の
は
、
庚

南
院
氏
政
権
下
の
こ
と
と
筆
者
は
推
測
す
る
。
庚
南
既
氏
の
「
南
進
」

に
つ
い
て
は
郷
氏
へ
の
針
抗
な
ど
そ
の
時
代
田例
自
の
事
情
を
あ
ら
た
め

て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
必
)
註
(
m
A
)

の
各
論
文
参
照
。

(
日
明
)
回
、
品
川
開
-
B
Z同
酔

H
r
(
H
)
冨
A
V仲
間
ぶ
各
一
肌
同
ゐ

r
h
r
n
p
r
5
v
広

色
白

H附

rAV-
〈】合

Z
E国
仲
良
同
町
臥

r
w
以内同品川口

HV臥
r
時
×
同
〈
-

q
g
m
aロu
み
ロ
〈
応
ロ

ω
R
r
A
X
-
叫

4~吉
、
に
h
V
N
h
F
b
N
S
h
h
弓
ぬ
苦

hbNNW
』
い
い
も
‘
吋
、
九
叩

P
出
伊

Z
D
r
Z
H
r
田
内

r
o
h
w
r
o
n
〉

p
r
o
-
-
H申∞
H・(
N

)

、H，rh叫

r
坤
×
〈
ん
V
U
Y戸
『
円
以
口
問
同
町
民
口
町
b
H
M
H
ロ
mpnrhVHM
〉
・
可
。
ロ
m

nHE可
伽

HH
〈
ぶ
ロ

ω
R
v
o
n
-
叫

dF町
、
怖
い
司

M

門・ミ
w酌
刊
誌

h
d
h州
、
“
丸
附
円
明
町
、

H
h
F

Z
伊

Z
o
-
-
Z
H
r
関】
H
E
r
o
n
}門
卸

r
o
r
H
U
E
-
な
ど
参
照
。

(
円
引
)
石
井
・
棲
井
前
掲
書
一
一
八
頁
、
前
掲
拙
稿
⑤
な
ど
。

ハ
川
崎
)
こ
の
記
事
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
の
は
テ
イ
ラ
ー
(
註
(
ぬ
)
〉
で
あ

る
。
な
お
『
全
書
』
の
編
者
呉
士
連
の
こ
の
事
件
に
謝
す
る
コ
メ
ン
ト

は
「
占
城
風
浪
賊
掠
我
海
遊
民
、
問
罪
之
師
、
其
可
己
乎
、
蓋
正
其
罪

名
也
。
有
云
遼
人
不
服
、
則
修
文
徳
以
来
之
、
豊
可
動
兵
於
遠
哉
」
と

批
判
刊
す
る
。
十
五
世
紀
ベ
ト
ナ
ム
の
儒
匡
は
李
太
宗
の
こ
の
行
動
を

「
華
夷
秩
序
」
の
原
理
に
合
わ
な
い
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

(
必
)
「
マ
ン
ダ
ラ
概
念
」

に
つ
い
て
は
巧

o-E♂
0.
当
る
包

S
G

の
ど
と
臣
、
ぬ
お
主
出
河
内
同
芯
誌
な
一
句
。
叉

HMVRHMHb2hHa
句
、
、
旬
、
魚
川
町
一
足

d
E
-

ω
目ロ問担問呂町
0

・同ロ日片岡
g
g
o
h
ω
o
E
F
E伯
仲
〉
回
目
白
ロ

ω
Z
企
g
w
H由∞
N
W

固
有
2
5
E
-
毛
・
町
三
-
が
詳
し
く
展
開
す
る
。
筆
者
の
関
心
に
沿
っ
て

そ
れ
ら
を
整
理
・
補
足
す
る
と
、
そ
れ
は
専
制
園
家
と
封
建
園
家
の
二

分
法
で
言
え
ば
後
者
に
近
い
重
層
的
権
力
構
造
と
在
地
勢
力
の
強
固
さ

を
示
す
が
、
相
劉
的
人
口
不
足
と
移
動
性
の
高
さ
、
交
易
の
富
の
大
き

さ
、
中
間
権
力
の
非
制
度
化
な
ど
の
た
め
社
曾
的
流
動
性
が
高
い
。
村

落
結
合
、
領
域
概
念
や
血
縁
原
理
、
民
族
意
識
な
ど
い
ず
れ
も
さ
ほ
ど

巌
密
性
・
排
他
性
を
も
た
ず
、
結
局
王
権
の
強
さ
は
君
主
個
人
の
能
力

に
比
例
し
、
交
易
・
貢
納
・
掠
奪
に
よ
る
財
の
集
積
と
地
方
支
配
者
と

の
聞
の
パ
ト
ロ
ン
・
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
関
係
の
庚
が
り
具
合
に
か
か
る
。

猶
立
初
期
の
ベ
ト
ナ
ム
園
家
・
祉
禽
を
こ
う
し
た
概
念
に
よ
っ
て
理
解

し
よ
う
と
し
た
も
の
に
斗
忌
ロ

O
C臥
の
〈
戸
尽
コ
m
・
2

吋
『
白
金
巴
。
ロ
♂

〉円

2-zzt。
p
m
oロO
〈
納
豆
。
ロ
.
、
吋
F
O

開〈。
-zto口
弘
司
三
円
。
『
ロ

0

同

〈
ぽ
門
口
ω自
2
。
の
三
時
C

『o.e・
5
句。
Rhb食料
h
h
k
Aた
お

2
h
p
h可
也

h
p
h
。

ζ
与
の

SEw-zp
前
掲
拙
稿
③
な
ど
が
あ
る
。

た
だ
し
「
マ
ン
ダ
ラ
」
そ
の
も
の
は
、
東
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ
ア
雨
世

界
の
「
周
縁
」
で
あ
り
な
が
ら
日
大
な
交
易
ル
l
ト
を
擁
す
る
と
い
う

東
南
ア
ジ
ア
の
位
遣
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
中
心
」

-188ー
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の
側
の
「
中
園
モ
デ
ル
」
な
ど
と
同
一
の
論
理
卒
面
上
で
完
全
に
匡
別
・

封
比
で
き
る
存
在
で
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。

(
印
)
古
田
註
(
担
)
論
文
、

Z
白
ミ
mv
寸
志
〉
ロ
F
・岡山
E
r
-
-
g
O
B
O
E
宮『

-o
〈
広

g
白
岡
出
品
。
回
民
間
『
g
t
b
Z
内目白ロ臼

-
2
n
o口同日ロ師。円円三
g
S
C
H・

2
ω
ω
〈
ι
百

四

司

r
z
r
y
円、仰向円。回昨日九
M2
w
oロ可。

-
o
V曲。印。同

-o

〈
広
g
m
w
B
(内rw加
。
ユ
町
一
口
2
酔

-
J
ロ
2
E
M
g
t
oロ
向
日
ロ
司
『
O
Z
2
S仲

間円曲ロ明白一個
)
4
z
o

伊丹円何回
43『
帥
目
。
臼
自
由
ロ

E
n円伊丹個目白
0

・
内
目
白
ロ
臼
ト
2

¥、。混同芯
2
M
札
ミ
て
足
H
S
R
H

ヨ・

(
日
)
こ
の
過
程
の
考
詮
は
ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
↓
a
-
o
p
-
p
d弓
&
吋
宮

NW守
HF
。
¥
て
な
さ
hH遺
-
Cロ
2
・
0

聞
の
師
三
O『口目印刷》円。臼
P
H
S
ω
・
雲
南

側
か
ら
藤
津
義
美
『
西
南
中
園
民
族
史
の
研
究
』
大
安
、
一
九
六
九

年
、
林
謙
一
郎
「
南
詔
園
後
半
期
の
封
外
遠
征
と
園
家
構
造
」
『
史
林
』

七
五

l
四
、
一
九
九
二
年
、
な
ど
。

(
臼
)
以
下
の
交
渉
過
程
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
③
、
四

O
六
、
四
一

O
、

四
一
二
頁
、
同
④
、
二
五
三
頁
な
ど
参
照
。

(
臼
)
大
理
の
馬
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
総
入
に
つ
い
て
の
考
詮
は
片
倉
秘
「
ベ

ト
ナ
ム
の
馬
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
考
察
」
『
内
田
吟
風
博
士
煩
寄
記
念

東
洋
史
論
集
』
同
朋
合
、
一
九
七
八
年
。
の
ち
『
ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
法

の
基
礎
的
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
八
七
年
、
所
枚
。

ハ
臼
)

斗
曲
三
O
F
。
、
・
江
戸
・
司
-N
ω申
・

(
日
〉
前
掲
冨
白
白
目
M20・
Z
・
(
3・

(
鉛
)
襖
井
前
掲
書
、
四
四
|
四
九
、
七
七
1

七
九
頁
。

(
閉
山
)
俊
氏
一
族
の
活
動
に
つ
い
て
は
河
原
正
博
「
俊
智
高
の
反
乱
と
交

祉
」
『
法
政
史
事
』
一
一
一
、
一
九
五
九
年
。
の
ち
『
漢
民
族
華
南
設
展

史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
、
所
収
。
諒
州
申
氏
、
峯
州
・

民
登
州
の
饗
氏
、
消
龍
州
の
何
氏
な
ど
李
朝
期
紅
河
デ
ル
タ
外
首
長

が
、
李
氏
と
の
頻
繁
な
婚
姻
な
ど
に
よ
り
大
き
な
政
治
力
を
も
ち
、
漢

字
文
化
や
併
敢
な
ど
の
貼
で
一
定
の
「
中
園
化
」
を
と
げ
て
い
た
こ
と

は
前
掲
拙
稿
④
で
述
べ
た
。

(
臼
)
南
詔
大
理
の
園
家
構
造
に
つ
い
て
は
註
(
日
)
の
各
文
献
の
他
、
武
内

剛
「
雲
南
社
舎
に
お
け
る
統
合
と
宗
教
」
『
行
動
と
文
化
』
一
一
、
一

九
八
七
年
、
同
「
南
詔
・
大
理
園
の
園
家
構
造
に
関
す
る
一
考
察
」

『
立
命
館
史
間
半
』
一
一
、
一
九
九

O
年
、
林
謙
一
郎
「
南
詔
図
の
成
立
」

『
東
洋
史
研
究
』
四
九
|
て
一
九
九

O
年
な
ど
。
こ
れ
ら
が
描
き
出

す
部
族
連
合
的
な
偉
制
を
「
マ
ン
ダ
ラ
」
論
と
比
較
す
る
こ
と
も
興
味

深
い
と
思
わ
れ
る
。

(
印
)
、
H，ミ
-
2・
H
p
d弓・・

4
5
r
o
H
F
Q
E仏

H
h
o
m
E
2
4
2

ロ
P

。
。
口
言
『
可
〈
-ogω
日
J
z
h。
R
H
E
a
H
K由民
h
H
S
H
F内
唱

HNVH。
』
士
、
v

p
ミ氏、

5
・
3
・
H
m
N
I
H
S
-

ハ
印
)
後
藤
均
卒
『
ベ
ト
ナ
ム
救
園
抗
争
史
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
五

年
、
三
九
|
四

O
頁
。
白
石
昌
也
「
ベ
ト
ナ
ム
の
「
ま
ち
」
|
|
特
に

「
く
に
」
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
!
|
|
」
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
一
一

一
|
一
、
一
九
八
三
年
、
一

O
一一一頁
。

(
臼
)
開
智
書
局
本

(ω
止
の
ひ
P
Z
E
怠
島
町
内

ZF
吋『
r
包
含
)
に
よ

る
全
文
は
次
の
逼
り
。

南
詔
者
乃
趨
武
帯
佑
之
後
。
昔
漢
武
帯
辰
、
越
丞
相
呂
嘉
不
服
漢

庭
而
殺
漢
使
少
安
園
・
王
李
等
。
漢
武
-
帝
命
日
博
徳
・
楊
撲
等
時
間

丘
(
伐
之
、
檎
衛
陽
王
建
徳
及
呂
嘉
等
而
弁
其
圏
、
分
置
守
令
。
趨

氏
銃
亡
、
其
子
孫
各
散
四
方
、
復
曾
子
紳
符
・
横
山
空
閑
無
人

慮
、
造
船
過
海
、
突
入
境
内
、
掠
劫
海
植
田
、
殺
漢
守
令
、
務
第
南
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越
、
説
信
用
南
詔
。
治
三
園
、
奥
王
孫
権
命
裁
良

・
呂
岱
等
震
守

牧
治
、
南
詔
自
天
檎
山

・
河
華

・
官同限

・
横
山

・
烏
侍
海
岸
、
大

部

・
長
沙

・
注
堵
否
蓋
雷
等
庭
、

山
高
海
深
、
波
捻
険
阻
、
紹
無

人
迩
、
南
詔
之
衆
接
而
居
之
。
其
衆
粉
盛
、
乃
以
財
貨
珠
玉
、
通

子
商
婆
夜
園
、
求
篤
親
風
、
以
相
救
助
。
E

日
米
大
乱
、
有
土
曾
越

翁
李
亦
組
武
之
官
問
、
兄
弟
衆
多
、
勇
力
過
人
、
震
衆
所
服
、
亦
南

詔
合
従
、
合
ニ
寓
徐
人
、
復
以
賓
玉
求
一
池
子
婆
夜
園
、
乞
海
迭
隙

地
以
居
之
。
時
婆
夜
園
命
取
海
沼
源
頭
、
相
分
各
字
、
分
角
二

路
、
上
自
袈
州
至
演
州
居
間
茄
還
路
、
下
自
琴
州
至
擁
州
鴛
臨
安

路
、
南
詔
翁
李
統
治
索
。
於
是
加
築
城
子
演
州
高
合
社
、
東
爽

海
、
西
至
婆
夜
園
、
南
至
横
山
、
自
立
篤
王
。
東
菅
時
、
ム
叩
将
軍

曹
可
将
兵
来
攻
、
品
羽
李
於
源
険
庭
伏
兵
衆
限
一之
、
叉
出
外
漣
末
山

以
遊
。
彼
褒
則
我
散
、
彼
散
則
我
緊
、
朝
出
暮
入
、
往
来
四
五
年

間
、
未
嘗
交
戟
、
E

日
軍
不
耐
嵐
障
、
死
亡
過
半
。
及
退
還
、
南
詔

侵
略
長
安
都
城
各
慮
、
守
令
不
能
制
。
至
唐
愈
盛
、
務
宗
命
高
餅

征
之
、
不
克
而
選
。
五
代
後
菅
石
敬
璃
A
叩
司
馬
李
退
将
兵
十
徐

高
、
攻
予
塗
山
、
南
詔
精
退
、
逢
附
子
哀
牢
港
地
呉
頭
模
園
、
今

信
用
盆
畿
云
。

ハ
臼
)
『
大
越
史
記
』
お
よ
び
現
存
の
『
全
書
』
『
史
略
』
等
の
構
成
に
つ

い
て
は
陳
荊
和
氏
に
よ
る
後
二
者
の
解
題
を
参
照
(
『
校
合
本
大
越
史

記
全
書
』
上
、
東
京
大
皐
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
製
文
献
セ
ン
タ

ー
、
一
九
八
四
年
、

『
校
合
木
大
越
史
略
』
創
債
大
拳
ア
ジ
ア
研
究
所
、

一
九
八
七
年
〉
。

(
臼
)
タ
イ
系
諸
民
族
の
側
か
ら
の
ベ
ト
ナ
ム
同
租
論
と
し
て
は
、
ラ
オ
ス

系
の
ク
ン
ボ
ロ
ム
王
俸
設
が
、
始
租
ク
ン
ボ
ロ
ム
王
の
七
人
の
息
子

の
一
人
を
ベ
ト
ナ
ム

の
開
祖
と
す
る
の
が
有
名
で
あ
る
。

ω白
芯
口
問

問
U
F

ロユ
r
・。、・
2
H
・
ま
た
「
タ
イ
民
族
形
成
」
と
濁
立
初
期
ベ

ト
ナ
ム
と

の
閥
連
を
論
じ
た
も
の
に
星
野
龍
夫
『
渇
流
と
満
月
』
め
こ
ん
、
一

九

九
O
年
、
が
あ
る
。

(
臼
)
前
掲
拙
稿
③
、
四

O
七
、
四
一

O
、
四
一
一
一
頁
な
ど
参
照
。

(
白
)
ム
オ
ン
族
は
現
在
の
ヴ
ィ
ン
フ
l
、
ホ
ア
ビ
ン
、
タ
ィ
ン
ホ
ア
な
ど

の
デ
ル
タ
外
縁
の
段
丘
・
丘
陵
部
に
住
み
、
言
語
・
設
話
・
首
長
制
な

ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
「
中
園
化
」
以
前
の
ベ
ト
族
の
姿
を
停
え
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
雨
者
の
分
離
は
北
間
周
期
に
起
こ
っ
た
と
考

え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
雨
者
の
境
界
は
濁
立
後
も
揺
れ
動

き
繍
け
た
(
叶
『

g
o
E
n
〈

E
話。

zmミ
9
0
5ゴ
阿

国

S
F

ζ

。:
P
J
Zロ
H
b
:
市
日
岳

A
C
E
Z
冨
忌
口
問
l

〈

Eι
』
c
b

E
与
司

r
r
r
z
m
F
E
s
n
冨
忌
コ
ぬ
〈
伊
丹
ひ
ロ

〈
M
2・
叫
ぶ
宮
崎

F

E

N
円、
v

。h
H
F
O
D

広
司
〈
-
Z
ι
F
Z
u
-
-
H，門戸岡町コ
m
巴
ω
-
F
A
u
n

、叶伊口問

r
0
.
?
広
三
・
)
と
か
、
雨
者
の
分
離
は
十
世
紀
以
降
(
古
田
前
掲
書、

六
四
頁
註
6
)
と
い
う
意
見
も
多
い
。

そ
こ
で
は
分
離
の
原
因
と
し
て
山
地
側
へ
の
タ
イ
族
の
影
響
(
族
名

の
冨
民
佼
ロ
ぬ
は
タ
イ
系
諸
民
族
の
基
礎
的
政
治
皐
位
ム
ア
ン
を
指

し
、
卒
地
ベ
ト
族
の
側
が
山
地
の
仲
間
を
「
ム
ア
ン
の
民
」
と
呼
ん
だ

こ
と
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
る
)
と
卒
地
側
で
の
都
市
の
設
逮
〈
ベ
ト

H
キ
ン
穴
E
r
H
京
)
が
あ
げ
ら
れ

(
F
仙
自
叶
仙
司
r
叶
伽
ロ
間
企

nE

ι忌
二
宮
忌
認
〈
断
言
臥

J
z
s
z
m
g
E
m
o
r
E
コ

mE-

Z
忌
口
問
〈
九
W
F

ロ閃戸
H
S
〈
笹
・
弓
〈
u
h
h
F

目臥

ω
N
-
S
2・
)
、
分
離
の

時
期
と
し
て
は
「
山
猿
」
や
「
鐙
」
と
李
朝
権
力
と
の
抗
争
が
目
立
っ

た
十
二
世
紀
が
し
ば
し
ば
重
視
さ
れ
る

(
Z
m
c志
一U
U
F
S口
問
∞
5
7
・

-190ー



。AVM》司
rMロ
昨
日
自
主
伽
ロ
自
臥
町
内
出
回

M
g
rゆ
〈
広
ゲ
富
久
門司
ロ
ぬ
陣
円
。
口
町

-5r

∞-H
叫
J

喝
、
円
p
h
b
h冶

H
b町
、
脚
色
町
・

a
H
l
g
a
)
。

な
お
十
二
世
紀
分
離
設
は
筆
者
の
「
中
園
化
は
陳
朝
か
ら
」
設
に
矛

盾
す
る
よ
う
だ
が
、
筆
者
の
設
は
「
中
園
的
統
治
原
理」

が
い
つ
か
ら

十
分
機
能
し
始
め
た
か
を
誘
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
も
様
々
な

「
中
園
化
志
向
」
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
否
定
し
な
い
。
た
だ
そ
れ
は

「
次
代
を
準
備
す
る
」
も
の
で
は
あ
っ

て
も
、
こ
の
山
被
と
の
抗
争
や

李
朝
の
軍
事
力
濁
占
の
企
て
(
前
掲
拙
稿
③
、
四
一
一
一
|
四
一
一
一
一
頁
〉

の
よ
う
に
、
賞
一
該
王
朝
権
力
自
腹
に
と
っ
て
は
破
壊
的
に
作
用
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(
伺
)
「
イ
ン
ド
シ
ナ
征
覇
の
野
望
」
の
最
初
の
記
録
は
、
管
見
の
限
り

『
全
書
』
本
紀
七
陳
憲
宗
関
一
筋
七
(
一
一
一
一
一
一
一
五
)
年
秋
九
月
僚
の
、

明
宗
上
皇
が
哀
牢
を
親
征
し
て
敗
れ
、
重
臣
段
汝
諮
が
戦
死
し
た
と
い

う
記
事
に
あ
る
。
こ
の
時
の
汝
諮
の
意
図
は

「意
哀
牢
援
南
戎
(
引
用

者
注
|
現
ゲ
ア
ン
省
)
、
其
衆
車
弱
、
撃
之
必
克
、
且
砦
臨
屑
濯
大
江
、

銃
克
之
後
、
国
廿
獲
沿
流
而
下
、
過
県
勝
及
諸
審
園
、
皆
震
耀
丘
(
威
、
因

議
諸
園
子
弟
入
朝
:
:
:
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
『
全
霊
園
』
陳

紀
の
外
園
か
ら
の
朝
貢
の
記
録
は
占
減
(
註
(
幻
)
)
を
除
け
ば
「
牛

肌
・
道
密
」
「
加
馬
錫
」
〈
車
馬
錫
H

ジ
ャ
ワ
の
ト
ゥ
マ
シ
ク
か
)
「
大

陸
」
(
爪
珪
で
あ
ろ
う
〉
が
各

一
回
あ
る
だ
け
で
あ
る
(
他
に
路
鶴
、

茶
珪
、
選
瞬
、
閣
婆
の
商
舶
の
進
献
の
記
録
が
各

一
回
あ
る
)
。

497 

(
m
w
)

封、

oro円
白
・
。
、
・江
戸

-
H
M
H
o
r
s
-
-日・

ハ
印
)
『
金
書
』
繋
紀
の
莫
登
庸
の
築
奪

三
五
二
七
年
〉
以
前
の
部
分
に

は
、
占
域
(
註
(
幻
)
)
と
各
地
の
「
土
司
」
を
除
き
、
哀
牢
(
盆
相
留
を

除
く
)
六
回、

爪
睦

・
蓬
羅
各
二
回
、
「
羅
羅
斯
旬
図
」「
蘇
問
幡
刺
」

〈
ス
マ
ト
ラ
島
の
サ
ム
ド
ラ
〉
各

一
回
の
朝
貢
の
記
録
が
あ
る
。
た
だ

し
爪
庄
一
回
、
選
羅
二
回、

蘇
問
曙
刺
一
回
は
「
一
商
船
」
や
「
海
舶
」

が

「
入
貢
」

し
た
と
い
う
も
の
で
、
ベ

ト
ナ
ム
側
の
「
抜
大
解
簿
」

が

績
い
て
い
る
。
そ
の
料
開
は
濁
立
初
期
の
占
城
や
国
民
臓
の
朝
貢

(
李
朝
以

前
の
朝
貢
回
数
は
前
掲
拙
稿
⑤
、
一
二
三
一
一
頁
〉
と
同
じ
で
「
華
夷
意

識
」
自
鐙
の
矛
盾
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

(
補
註
)
ま
た
李
仁
宗
の
時
、
太
師
繁
文
盛
が
虎
に
化
け
て
仁
宗
を
製
っ
た

と
い
う
(
『
全
書
』
本
紀
三
舎
盟
五
年
〈
一

O
九
六
〉
篠
。
表
3
の

よ
う
に
越
旬
幽
建
築
が
李
太
宗
の
時
と
す
る
の
は
靴
俸
)
。
『
全
書
』

は
そ
の
動
機
を

「先
是
、
文
盛
有
大
理
園
奴
、
能
奇
術
、
故
託
此
欲
行

築
獄
也
」
と
す
る
。
占
城
人
奴
隷
の
話
(
註
(
お
)
)
と
な
ら
ぶ
興
味
深

い
記
事
で
あ
る
。
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〔
附
記
〕
本
稿
は
卒
成
二
年
度
文
部
省
科
皐
研
究
費
補
助
金
(
奨
駒
研
究
叫
)

「
地
域
世
界
の
翻
鈷
か
ら
見
た
ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
の
政
治
統
合
の
幾
遜
」

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。



THE INSCRIPTIONS MARKING THE ACCESSION

　　　　

TO THE THRONE OF BILGA QArAN

Katayama Akio

　　

The 735 Bilga qaran inscription refers to the accession to the throne

of himself, and there are problems with the ｅχceptional order of the four

quarters and the lacunae in the thirteenth and fourteenth lines of its southern

face. Judging from the composition of the tｅχt，the length of the lacunae

and the possibilities for the missing words, it seems possible that the enu-

meration of high o伍cials and tribal chiefs on the inscription for the time of

accession to the throne of Bilga ｑａγan records the situation in which a11

those who assembled from “west, east,［south and north］”for the ceremony｡

　　

On the other hand, this interpretation concerning the high o伍cials and

tribal chiefs, when taken together with the words of Bilga qａγａｎrecorded

at the beginning of the southern face of Ｋ６１tigin inscription, makes it

possible that the men who assembled from all quarters were arranged in

two lines on the south and north to listen to Bilga qaran's address. The

Turkic “nationalismｸﾞthe evidence of which can be found from the inscrip-

tion, was expressed in Bilga qａμｎ’swords which should be considered

as spoken in or soon after７１６in connection with the enthronement ceremony･

It must be differentiated from evidence in the final passage on the southern

face which dates from the time when the stele was erected.

VIETNAMESE POLITY TOWARDS ITS SOUTHERN

AND WESTERN NEIGHBORS FROM THE TENTH

　　　　　　　

TO FIFTEENTH CENTURY

MOMOKI Shiro

　　

This paper aims to examine the history of Vietna㎡ｓ“ｅχternal”

relations in ａ new perspective,especially with regard to its southern
and

　　　　　　　　　　　　　　　

－4－



western neighbors after its independence in the tenth century. As for its

neighbor in the south, it has been said that Champa had suffered from

constant and continual Vietnamese southward aggression ｏ１:Ｎａｍ玉len since

the latter's independence. In my view. it was only in the latter years of

the fourteenth century that the balance of power between Vietnam and

Champa was definitely lost. Before then, their relations had rather followed

the “Southeast Asian” pattern in which the two polities or ｍａｎｄａｌａｓoften

struggled with each other for hegemony on one hand while maintaining

close relations with each other on the other｡

　　　

Concerning the western neighbors, its relations with the Yunnanese

polities were central concerns of the Vietnamese polity in the early centuries

after independence as they shared similar cultural traits and ａ comparable

level 0f Sinicization. Later, when the Thai-Lao group became powerful

on its western borders, rivalry within the Vietnamese realm between those

in the non-Sinicized mountainous areas with Thai cultural traits and those

in the Sinicized delta region became evident｡

　　　

In the early centuries after independence, Vietnam was not yet to show

its arrogance　of claiming to be the “unique Sinicized country with the

central status in the Southeast Asia” for claiming preeminence over its

southern and western neighbors. In the fourteenth century, however, the

Vietnamese began to see their polity as the “Southern Country” or “Middle

Kingdom of Southeast Asia” which was entitled to reign over the surrounding

barbarians. Later, in the fifteenth century when Vietnam had more or less

realized such ａ dominant position, especially in its relations with Champa

and Laos, the country definitely esablished its self-image as the “Southern

Country.”

- ５


